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開会 午前 ９時３０分 

 

○書記（山岡広司君） 改めまして、おはようございます。 

  予算審査特別委員会５日目ということで、最終日になりますけれども、ご参集、ご苦労さ

まです。 

  本日も、特別会計ということになりますので、よろしくご審議をお願いしたいと思います。 

  それでは、山本委員長より、挨拶をいただきまして、進行のほうよろしくお願いしたいと

思います。 

○委員長（山本今朝雄君） 改めまして、おはようございます。早朝で大変お疲れさまでござ

います。 

  予算審査特別委員会もいよいよ最終日です。これまで皆様方のご協力、感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。本日も慎重審査、そしてまたスムーズに進行できますように、

委員の皆様の御協力をお願い申し上げます。ヴァンフォーレもようやく１勝できましてよか

ったと思います。竜電のほうはちょっと３勝していますけれども、勝ち越しは難しいかな、

ちょっと元気がないようです。ぜひ勝ち越しをしてもらいたいと、こんな希望を持っていま

す。それでは、本日１日、よろしくお願いをいたします。 

  ただいまの出席委員は18名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会します。 

  なお、内藤委員はお見えになりました。山本英俊委員、それから保坂芳子委員につきまし

ては、遅刻の旨の連絡がありましたので、報告します。 

  本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（山本今朝雄君） いよいよ最終日になりますが、残りの各特別会計及び水道会計の

審査を行います。 

  限られた時間内の審査ですので、委員各位のご協力をお願いいたします。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で簡潔にお願いします。また、当局側の答弁も簡潔にお願

いしたいと思います。皆さんのご協力をお願いします。 
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  それでは、審査に入ります。 

  初めに、議案第31号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入一括、歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  まず、歳入について、一括で当局の説明を受けます。 

  飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お疲れさまでございます。 

  それでは、議案第31号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計予算について説明をさせて

いただきます。 

  議案107ページをお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 平成29年度介護保険特別会計の予算総額は、歳入歳出それ

ぞれ46億2,369万6,000円と定めるものでございます。 

  それでは、恐れ入ります。予算説明書203ページから247ページが特別会計となりますけ

れども、まず208ページ、209ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入の説明をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

  初めに、介護保険の費用負担について申し上げますと、平成27年度から平成29年度の３

年間を計画期間といたします第６期介護保険事業計画におきましては、介護給付、予防給付

などに必要な経費の費用の50％が公費によって賄われ、その内訳は一部を除きまして国が

25％、県が12.5％、市が12.5％でございます。残りの50％は65歳以上の第１号被保険者が

22％、40歳から64歳までの第２号被保険者が28％を保険料で負担します。 

  それでは、第１款保険料から説明をさせていただきます。１款保険料、１項保険料、１目

第１号被保険者保険料は10億6,770万8,000円で、第１号被保険者の総数を約１万8,300人と

見込んでおります。 

  なお、１目第１号被保険者保険料10億6,770万8,000円を前年度と比較しますと1,671万

4,000円の減額となっております。減額の理由でございますが、この１目第１号被保険者保

険料の当初予算額につきましては、恐れ入ります206ページをごらんいただきたいと思いま

す。歳出の１款から６款のうちの２款保険給付費と３款地域支援事業費の合計額の22％な

どをもとに、こちらの保険料のほうを計上いたしますけれども、２款保険給付費と３款地域
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支援事業費の合計額を前年度と比較しますと5,264万1,000円の減となっておりますので、

恐れ入ります208ページ、209ページにお戻りください。第１号被保険者保険料も同様に減

額となっております。 

  １節現年度分特別徴収保険料９億9,108万円は、年金から天引きされる方々の保険料で、

第１号被保険者約１万8,300人のうち、約91.8％に当たります１万6,800人を見込んでおり

ます。次に２節現年度分普通徴収保険料7,256万8,000円は、年金から天引きされない方々

で約8.2％、1,500人を見込んでおります。第３節滞納繰越分保険料406万円は、過年度分の

滞納保険料の収納見込額でございます。 

  次に２款分担金及び負担金、１項負担金、１目認定審査会負担金、１節認定審査会共同設

置負担金1,126万5,000円は、介護認定審査会に係る経費の甲斐市を除く中央市、昭和町か

らの負担金で、均等割10％、審査会件数割90％により負担額を算出しております。認定審

査会に係る予算につきましては、恐れ入ります216ページをごらんいただきたいと思います。

216ページのところの歳出でございますが、１款総務費、４項介護認定調査会費、１目介護

認定調査会費2,994万円でございますが、こちらが予算額となります。中央市が688万円、

23％、昭和町が438万5,000円、14.6％、甲斐市が1,867万5,000円、62.4％の負担の割合と

なります。 

  208ページ、209ページにお戻りください。 

  次に、３款使用料及び手数料、１項手数料のうち、１目督促手数料、１節督促手数料14

万4,000円は、保険料未納者への督促に伴う事務手数料でございます。 

  ２目介護予防事業手数料、１節介護予防事業手数料70万4,000円は、地域支援事業のうち

介護予防日常生活支援総合事業における利用者負担分でございます。前年度と比較しますと

201万2,000円の減額となっております。減額の理由でございますけれども、恐れ入ります

また228ページ、229ページをごらんいただきたいと思います。こちらまた歳出になります

が、歳出の３款地域支援事業費、１項介護予防生活支援総合事業費、１目介護予防生活支援

サービス事業費の01訪問型サービス事業、それからナンバー02の通所型サービスの一部に

つきましては、平成28年度から新しい総合事業をスタートするに当たりまして、協力事業

所と委託契約を結び事業を実施しております。この場合、利用者はサービス費用の１割を介

護予防事業手数料として市に納入をしていただき、サービス費用は市が協力事業所へ委託料

として支払っております。平成29年度からは、これらの事業につきましては、委託から保

険給付費と同様に、国保連合会費の方式に変更いたしますので、利用者はサービス費用の１
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割を直接事業所に支払うことになりますので、２目の介護予防事業手数料が減額となってお

ります。 

  恐れ入ります208ページ、209ページにお戻りください。 

  なお、市が直営で実施しております事業につきましては、引き続き利用者からサービス手

数料をいただくことになりますけれども、これが本年度の予算額70万4,000円になります。 

  次に、４款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金７億7,497万5,000円の

うち１節現年度分介護給付費負担金７億7,497万4,000円は、今年度予算の歳出、保険給付

費41億4,695万7,000円に対します国の負担分でございます。先ほどの第１号被保険者保険

料と同様に、本年度予算の支出、２款保険給付費が前年度と比較しまして減額となっており

ますことから、１節現年度分介護給付費負担金も前年度と比較しまして2,132万6,000円の

減額となっております。２節過年度分介護給付費負担金1,000円につきましては、存置とし

ての計上になります。 

  ２項国庫補助金のうち、１目調整交付金8,755万6,000円は、調整率2.31％見込みで算定

をしておりますけれども、調整交付金について若干説明をさせていただきます。 

  先ほど冒頭で介護保険の費用負担につきましては、国は一部を除き25％であると申し上

げましたけれども、そのうち20％は定額で交付されます。残りの５％は、全国市町村の努

力義務では対応できない第１号被保険者の保険料の格差を是正するため、調整交付金として

交付をされます。具体的には、要介護のリスクの高い75歳以上の被保険者が第１号被保険

者総数に占める割合、また介護保険料を決定する９つの所得段階別の加入者割合、この２つ

の違いによります全国市町村の格差を是正するため、基本は５％でございますけれども、お

おむね２％から10％の間で算定をされます。本年度の当初予算の調整率は全国平均の５％

より2.69ポイント低い2.31％で予算計上しております。 

  ２目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業、１節現年地域支援事業交付金

介護予防日常生活支援総合事業3,582万2,000円は、本年度予算歳出の地域支援事業費の介

護予防生活支援総合事業費１億4,345万円から介護予防事業手数料70万4,000円を差し引き

ました１億4,274万6,000円に対する交付金でございます。前年度と比較しまして2,095万

1,000円の増額となっておりますけれども、これは本年度の予算歳出の３款地域支援事業費、

１項介護予防生活支援サービス事業費の増額によるものでございますが、増額の理由につき

ましては後ほど歳出で説明をさせていただきます。 

  ３目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外、１節現年地域支援事業交
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付金介護予防日常生活支援総合事業以外2,009万9,000円は、本年度予算、歳出の地域支援

事業費、包括的支援事業・任意事業費に対する交付金でございます。前年度と比較しまして

234万3,000円の減額につきましては、本年度予算の歳出の３款地域支援事業費、２項包括

的支援事業・任意事業費の減額によるものでございますが、減額の理由につきましても、後

ほど歳出で説明をさせていただきます。 

  次に、５款支払基金交付金、１項支払基金交付金のうち、１目介護給付費交付金、１節現

年度分介護給付費交付金11億6,114万7,000円は、40歳から64歳までの第２号被保険者から

徴収した保険料より、保険給付費見込額の定率分として支払基金から交付されます。前年度

と比較しますと3,533万4,000円の減額となっておりますけれども、先ほどの１款保険料と

同様に、本年度の歳出予算の２款保険給付費が前年度と比較し、減額となったものでござい

ます。２節過年度分介護給付費交付金1,000円は存置でございます。 

  210ページ、211ページをお願いいたします。 

  ２目地域支援事業支援交付金、１節現年度分地域支援事業支援交付金4,012万円は、本年

度予算の歳出、地域支援事業費の介護予防生活支援総合事業に対する交付金でございます。

前年度と比較しまして2,346万5,000円の増額となっておりますけれども、これは４款国庫

支出金、２項国庫補助金、２目地域支援事業交付金と同様の理由によるものでございます。 

  次に、６款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金５億7,278万6,000円のうち、

１節現年度分介護給付費負担金５億7,278万5,000円は、本年度予算歳出の保険給付費に対

する県負担分でございます。前年度と比較しまして1,968万6,000円の減額は、先ほどの４

款国庫支出金と同様の理由によるものでございます。２節の過年度分介護給付費負担金

1,000円は存置でございます。 

  次に２項県補助金のうち、１目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業、１

節現年地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業1,791万1,000円は、本年度予

算歳出の地域支援事業費に対する交付金でございます。前年度と比較しまして1,047万

6,000円の増額は、４款の国庫支出金と同様の理由によるものでございます。 

  次に、２目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外、１節現年地域支援

事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外1,004万9,000円は、本年度予算歳出の地

域支援事業費に対する交付金でございます。前年度と比較しまして117万2,000円の減額は、

先ほど同様に国庫支出金と同様の理由によるものでございます。 

  次に、３目介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費補助金、１節現年分介護基盤緊急整備
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等臨時特例基金事業費補助金１億6,202万1,000円は、地域密着型特別養護老人ホーム及び

認知症高齢者グループホーム整備に係る指定予定事業者への補助金でございます。 

  ４目施設開設準備経費等助成特別対策事業補助金、１節施設開設準備経費等助成特別対策

事業補助金2,918万7,000円は、地域密着型特別養護老人ホーム及び認知症高齢者グループ

ホームの開設に必要な初年度経費、職員募集経費、開設のための普及啓発経費等、事業立ち

上げに必要な経費に係る補助金でございます。 

  なお、これらの補助金は、国から交付された補助金を県が一旦基金として積み立て、これ

を財源として市町村に交付するものでございますが、補助率は10分の10であり、市の負担

はございません。 

  ７款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、１節利子及び配当金59万8,000

円は、介護保険給付準備基金の運用利子収入でございます。 

  ８款繰入金、１項一般会計繰入金のうち、１目介護給付費繰入金、１節現年度分介護給付

費繰入金５億1,836万9,000円は、本年度予算歳出の保険給付費41億4,695万7,000円に対す

る市負担分の繰入金でございます。前年度と比較しまして1,577万7,000円の減額につきま

しては、先ほどの４款国庫支出金と同様の理由によるものでございます。 

  ２目地域支援事業繰入金、介護予防日常生活支援総合事業、１節現年地域支援事業繰入金、

介護予防日常生活支援総合事業1,791万1,000円は、本年度予算歳出の地域支援事業費に対

する市負担の繰入金でございます。前年度と比較しまして1,047万6,000円の増額は、４款

国庫支出金と同様の理由によるものでございます。 

  ３目地域支援事業繰入金、介護予防日常生活支援総合事業以外、１節現年地域支援事業繰

入金、介護予防日常生活支援総合事業以外1,004万9,000円は、本年度予算歳出の地域支援

事業費に対する市負担繰入金でございます。前年度と比較しまして117万2,000円の減額は、

先ほど同様の理由によるものでございます。 

  次に、４目低所得者保険料軽減繰入金、１節現年度分低所得者保険料軽減繰入金797万

7,000円は、低所得者保険料軽減対策により公費が投入される分の国・県・市それぞれの負

担分に応じた金額の繰入金でございます。 

  ５目その他一般会計繰入金7,729万1,000円のうち、１節職員給与費等繰入金2,809万

5,000円は、介護保険係職員５人分の人件費繰り入れでございます。２節事務費等繰入金

4,919万6,000円は、介護認定審査会における市の負担分1,867万5,000円及び認定調査、保

険料賦課徴収等、介護保険運営のための事務費3,052万1,000円の合計額でございます。 
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  212ページ、213ページをお願いいたします。 

  ２項基金繰入金、１目介護給付費準備基金繰入金、１節介護保険給付準備基金繰入金

1,000円は存置でございます。 

  ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金1,000円は存置でございます。 

  10款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目第１号被保険者延滞金、１節第１号被

保険者延滞金1,000円は存置でございます。２項雑入、１目雑入、１節第三者納付金及び２

節の返納金、３節雑入、各1,000円は存置でございます。 

  以上、歳入総額は46億2,369万6,000円でありまして、前年度当初と比較しますと3.17％

の増額となります。 

  説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  所管は厚生環境常任委員会になります。 

  質疑ありませんか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 208ページの保険料についてでありますが、先ほど減額については説

明がございました。保険料の平成29年度特別徴収、普通徴収の人数について先ほどお話が

ありましたが、一部ちょっと聞き落としたんですけれども、特別徴収の保険料の中の保険者

は何人か、もう１回よろしいでしょうか。１万8,300のうち１万6,800。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 第１号被保険者が１万8,300人でございます。そのうち特別

徴収につきましては１万6,800人を見込んでおります。普通徴収は1,500人でございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 平成29年度の平均保険料の見込みというか、どのくらいになるでし

ょうか。平成28年度との比較でどうか教えてください。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  28年度の平均は６万2,323円だったところ、29年の平均額は５万8,344円でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 
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○委員（樋泉明広君） 第６期の介護保険事業計画の中で、平成29年４月から消費税が引き

上げられるというようなことで、低所得者の減税、保険料の減免対策と書いてあるんですが、

これはどうなるんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  平成27年度に消費税が８％になったときに、低所得者の保険料軽減措置として第１段階

から第９段階まで所得段階がございますけれども、その第１段階の方が0.50％の保険料率

を0.45％に引き下げを行っております。また、本来であれば平成29年４月から消費税が

10％に引き上げを予定されておりましたので、0.45％が0.30％に引き下げられるところで

ございましたけれども、消費税の部分の10％引き上げが先に延びましたので今回は見送り

という形になります。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 見送った場合、じゃ第１段階の方の保険料はどのくらいになるんです

か。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  第１段階の方の保険料でございますが、月額が2,550円でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 前と変わらないということで、ずっといくというわけですね。私、消

費税上がったときには、先ほど言った第１段階、第２段階、第３段階に分けて低所得者対策

を行うという理解でいいでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） そのとおりでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 消費税が上がる予定というのは、平成31年ですね。その31年の４月

からは、今言われた所得に応じて低所得者の保険料の軽減ということが実施されるというこ

となんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） この軽減措置につきましては、国の介護保険法が改正された



－485－ 

場合には、実施をされるということでございますが、国のほうでも消費税が10％に上がっ

た場合には、軽減措置を実施するというふうに言われておりますので、10％になった折に

は軽減措置が実施されるというふうに考えております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 別件ですが、それと同じく滞納分についてですが、先ほど説明があり

ましたけれども、406万円の滞納繰越の保険料を見込んでいるということでありますが、こ

の滞納繰越分の保険料については、平成29年度と比較でどうなんでしょう。ふえています

か、減っていますか。28年度、29年度の比較で。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 平成28年度の予算でございますけれども、そのときには493

万6,000円ということで予算計上しておりますので、比べますと17.7％の減ということで予

算計上させていただいております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでに特別徴収、普通徴収の方たちもどのくらいいるのかというの

もわかりますか、406万の滞納のうち、ほとんど普通徴収。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 先ほども申し上げましたけれども、特別徴収の場合には年金

から直接天引きされますので、滞納ということはございませんので、普通徴収の方は納付書

で納付をしていただくことになりますので、そういった方々がちょっと納期がおくれて滞納

繰越分になるという状況でございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでに普通徴収の方の406万の内訳ですが、滞納額が１段階からず

っとあると思うんですけれども、どんなふうな滞納になっているのか、また人数がわかった

ら教えてください。参考にお願いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  28年度ですけれども、２月末現在のところの数字なんですけれども、今現在納期が２月
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末のものも入っておりますので、全体の金額が6,158万3,802円の滞納額がございます。段

階別の人数を申し上げます。第１段階が167人、第２段階が51人、第３段階が66人、第４段

階が111人、第５段階が50人、第６段階が124人、第７段階が70人、第８段階が43人、第９

段階が15人でございます。合計が6,158万3,802円でございます。人数は697人でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 滞納されている方の滞納の原因ですね。どんな原因があるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  年金、無年金の方で、収入がほかにないという方の生活困窮の方もいらっしゃいますし、

制度に対しての不満のある方で、説明をいたしているところなんですけれども、なかなか納

付につながっていない方がございます。あとは、転出などで居所不明になった方などの理由

がございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 要するに経済的に困難な方が大分いるということなんですが、先ほど

消費税が上がれば対策を立てますよじゃなくて、消費税が上がらなくても財政的支援のため

の対策というのは考えていないですか、部長さん。 

○委員長（山本今朝雄君） 長田部長。 

○福祉部長（長田 隆君） 今、樋泉委員からお話をいただきました。現在の計画の中では、

そのような施策は出ておらないんですが、次期の計画の中で各階層の方のご理解をいただき

ながら計画を考えてまいりたいと。他の自治体では、簡単に申し上げますと、たくさんの所

得を持っている方がたくさん負担をして、そのお金を低所得者に回すという自治体もござい

ますが、甲斐市ではそのような計画になってございません。ですから、今お話をいただいた

部分で多くの負担をされる方のご理解がいただければ、たくさん保険料をお出しいただくと

いう手法がございますので、次期の計画の中で検討をさせていただきたいというように考え

ております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） そんなことで努力してもらうと、いいです。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（樋泉明広君） はい。 
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○委員長（山本今朝雄君） ほかに質疑ありますか。 

  池神委員。 

○委員（池神哲子君） 制度への不満ということが１つの原因になっていますけれども、その

辺もう少しどういう制度が悪いのかとされているんでしたら、ちょっと聞きたいなと思いま

した。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 介護保険につきましては、国民健康保険と同様に、みんなで

お金を出し合って相互扶助をするという制度でございますけれども、中には私は元気だから、

介護保険なんか使わないから、だから払わないんだよというようにおっしゃる方もいらっし

ゃいます。そういった方につきましては、丁寧に説明をしているんですけれども、なかなか

ご理解をいただけていないという状況がございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。ほかにありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、所管以外の質疑をお願いします。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 介護保険の支払基金交付金ですが、これが歳入としては一番多いんだ

けれども、これの計算の方法というのをさっき聞いたかもしれないけれども、もう一度お願

いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  歳出の科目で２款の保険給付費、ページは218ページの２款の保険給付費及び218ページ

から219、220、221、222、223、224、225、226、227、228、最後のところが232ページの

地域支援事業費、介護予防生活支援総合事業費のところまでの支出に28％を掛けて算出し

た金額が支払基金交付金となります。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。ほかに質疑ありますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほどの説明の中で国庫支出金の４款について、あと他の増減理由と

して国庫支出金が全部影響しているというような説明を受けたんですけれども、それについ

てもう１回、説明をしてくれますか。 
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○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  先ほど申し上げましたのは、歳入の計算をする場合には、まず歳出の金額を確定しておい

て、それにそれぞれの国庫支出金の場合には25％を掛けるんですけれども、206ページをご

らんいただきたいと思いますけれども、そのうちのこちら歳出になります。１款から６款ま

でございますけれども、そのうちの２款の保険給付費、それから３款の地域支援事業費、こ

ちらの合計金額にそれぞれのパーセントを掛けた金額が歳入ということで予算計上させてい

ただいているんですけれども、保険給付費と地域支援事業費を合計しますと、昨年度と比べ

ましてマイナスになっております。ですので、歳入も減額になっておりますという説明をさ

せていただきました。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 別件なんだけれども、先ほどの現年度調整交付金というのがあって、

見込みとして2.31％という算出をしているということなんだけれども、あとさっきの説明

の中で20％を限定で75歳以上が２から10％の範囲でもって算出をするというふうな説明を

いただいたんですけれども、2.31％と幅がある中で2.31％を乗じるという意味合いという

か、そういうものはどういうことで2.31％というのは出しているんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） このパーセンテージにつきましては、先ほども申し上げまし

たけれども、それぞれの市町村の後期高齢者、75歳以上の割合、それから所得の割合等に

ついて、国のほうで定めた数字をこちらのほうで予算計上として上げております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、これについては毎年毎年変動があるということだね、そ

の年の。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） わかりました。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（内藤久歳君） はい。 
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○委員長（山本今朝雄君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ委員の質疑を終了します。 

  次に、歳出について一括で当局の説明を求めます。 

  飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 続いて、歳出をご説明いたします。よろしくお願いいたしま

す。 

  予算説明書は214ページから239ページとなりますが、内容につきましては予算参考資料

ナンバー５で説明をさせていただきます。 

  10ページをお願いいたします。予算参考資料ナンバー５の10ページをお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ちょっとすみません。よろしいですか。ナンバー５です。 

  よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） お願いします。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） よろしくお願いいたします。 

  初めに、１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費3,016万1,000円のうち、ナンバ

ー01総務管理関係職員費2,809万5,000円は、長寿推進課介護保険係職員５人の人件費でご

ざいます。ナンバー03事務諸費206万6,000円は、介護保険証、各種通知書の作成、郵送料

等の事務費でございます。財源内訳のその他3,016万1,000円は、市からの繰入金でござい

ます。 

  ２目連合会負担金、ナンバー01連合会負担金97万円は、給付費等の審査支払事務を委託

しております国保連合会への事務処理手数料、連合会システム負担金等でございます。財源

内訳のその他97万円は、市からの繰入金でございます。 

  ２項徴収費、１目賦課徴収費821万5,000円は、介護保険料の賦課徴収に係る費用で、ナ

ンバー01賦課徴収費563万5,000円は、第１号被保険者の賦課徴収に係る保険料通知作成、

郵送料等の事務費でございます。ナンバー02賦課徴収関係嘱託非常勤職員等費258万円は、

徴収嘱託員１名の報酬等でございます。財源内訳のその他は、督促手数料見込額14万4,000

円と市からの繰入金807万1,000円でございます。 

  11ページお願いいたします。 

  ３項認定調査等費、１目認定調査等費、ナンバー01認定調査等費1,941万4,000円は、年
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間の要介護認定申請件数を2,500件と見込みまして、新規申請、更新申請等に係る申請者の

身体等の状況を調査する非常勤職員の報酬、認定調査事務経費及び嘱託費、主治医意見書の

作成手数料、認定結果通知、主治医意見書送付費用の郵送料等でございます。財源内訳のそ

の他1,941万4,000円は、市からの繰入金でございます。前年度と比較しまして177万6,000

円の減額につきましては、新しい総合事業のスタートに合わせまして介護認定を更新する場

合の基本の更新期間が12月から24月に延長されたことによりまして、年間調査件数が減少

すると見込んだ結果によりまして、認定調査員の報酬、認定調査及び主治医意見書作成経費

が減額となっております。 

  次に、４項介護認定審査会費、１目介護認定審査会費2,994万円は、甲斐市、中央市、昭

和町で共同設置しております介護認定審査会に係る費用で、ナンバー01介護認定審査会関

係職員費549万3,000円は、介護認定審査会職員１名の人件費でございます。ナンバー02介

護認定審査会嘱託非常勤職員費244万円は、一般職非常勤職員１名の人件費でございます。

ナンバー03介護認定審査会費2,200万7,000円は、認定審査会委員20人分の報酬、認定審査

会システム維持管理費、コピー代、ファイル、参考図書などの需用費、資料送付料等、審査

会運営に係る費用でございます。財源内訳その他の2,994万円は、中央市、昭和町からの負

担金1,126万5,000円と市からの繰入金1,867万5,000円でございます。なお、介護認定審査

会の係長は、平成28年度、平成29年度は昭和町から派遣をされております。 

  次に、12ページをお願いいたします。 

  ５項地域介護福祉空間整備費等補助金、１目地域介護福祉空間整備費等補助金は、指定予

定事業者による介護施設建設に係る県補助金、これは地域密着型特別養護老人ホーム整備費

補助金としまして１億3,002万1,000円、認知症高齢者グループホーム整備費補助金といた

しまして3,200万円、それからこちら２つの施設開設にかかります介護基金開設準備等事業

費補助金としまして2,918万7,000円でございます。財源内訳の国・県支出金１億9,120万

8,000円は、県補助金、介護基盤緊急整備等臨時特例基金事業費補助金と施設開設準備経費

等助成特別対策事業交付金でございます。この補助金につきましては、国から交付された補

助金を県が基金として積み立て、これを財源として市町村に交付するものでございますので、

補助率は10分の10、市の負担はございません。 

  次に、２款保険給付費についてご説明を申し上げます。 

  保険給付費の基本的な財源内訳の負担割合につきましては、先ほど歳入の際にご説明しま

したとおり、介護給付、予防給付などに必要な費用の50％は公費によって賄われ、その内
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訳は一部を除きまして、国が25％、県が12.5％、市が12.5％でございます。残りの50％は、

65歳以上の第１号被保険者が22％、40歳から64歳までの第２号被保険者が28％を保険料で

負担いたします。財源内訳欄の国・県支出金は国負担分25％と県負担分の12.5％の計

37.5％でございます。その他につきましては市負担分12.5％と第２号被保険者保険料28％

の計でございます。合計しますと40.5％になります。また、一般財源は第１号被保険者の

保険料の22％になります。平成29年１月末現在の要介護認定者数は2,276人でございます。

そのうち要支援１、要支援２の要支援者は335人、要介護１から要介護５の要介護者は

1,941人でございます。昨年と比較をしますと、要支援者は48人少なくなっております。要

介護者は２人増でございますので、全体としては46人減少しております。要支援者の減少

理由につきましては、先ほど来、ご説明を申し上げておりますけれども、新しい総合事業の

開始によりまして、介護認定を受けなくても、基本チェックリストの結果によりまして、新

しい総合事業のサービスを受けられることから、これらの方々が原因というふうに考えてお

ります。 

  次に、１項介護サービス等諸費は、要介護１から要介護５の方が在宅や施設において利用

した介護サービス給付費や、サービス計画書作成に係る給付費用でございます。 

  １目在宅介護サービス等給付費17億9,634万円は、在宅におけるサービス給付費で、ナン

バー01居宅介護サービス等給付費17億8,200万円は、ホームヘルプサービス、デイサービス、

訪問入浴、ショートステイ等の介護サービス給付費３万2,400件分、またナンバー02居宅介

護福祉用具購入等費390万円は、入浴、排せつに用いる福祉用具購入への給付156件。ナン

バー03居宅介護住宅改修等費1,044万円は、廊下や階段等への手すり、スロープの設置、段

差の解消への給付120件の利用を見込んでおります。 

  なお、ナンバー01の居宅介護サービス等給付費につきましては、平成28年度から定員18

名以下の小規模通所介護、デイサービスが市町村が監督する地域密着型に変更したところで

ございますけれども、このため平成28年度当初予算額を大幅に減額させていただきました。

その結果としまして予算に不足が生じたため３月補正で増額をお願いしたところでございま

す。この決算見込額をもとに、ナンバー01の居宅介護サービス等給付費の予算額を前年度

と比較しまして9,840万円の増の17億8,200万円として予算をお願いしております。 

  次に、13ページをお願いいたします。 

  ２目地域密着型介護サービス等給付費、ナンバー01地域密着型介護サービス等給付費８

億3,586万円は、住みなれた地域で気軽に利用できるサービスの給付費で、認知症対応型共
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同生活介護1,020件、通い、訪問、泊まりのサービスを状況に応じて提供する小規模多機能

型居宅介護456件、地域密着型介護老人福祉施設、小規模特養になりますが、こちらが696

件、認知症対応型通所介護72件、地域密着型小規模通所介護3,960件、定期巡回随時対応型

訪問介護12件を見込んでおります。 

  なお、先ほどもご説明を申し上げましたけれども、平成28年度から小規模通所介護定員

18人以下のデイサービスにつきましては地域密着型となったため、平成28年度当初予算に

おきまして大幅にこちらを増額したところ、結果として予算に不用額が生じるため３月補正

で減額をお願いしたところでございます。この決算見込みの額を基本としまして、ナンバー

01居宅介護サービス等給付費の予算額を前年度と比較しまして１億7,790万円の減としまし

て、８億3,586万円としてお願いをしているところでございます。 

  次に、３目施設介護サービス給付費、ナンバー01施設介護サービス給付費９億3,900万円

は、施設の入所者に係るサービス給付費で、介護老人福祉施設1,860件、介護老人保健施設

1,500件、介護療養型医療施設240件の利用を見込んでおります。なお、こちらのナンバー

01施設介護サービス給付費につきましては、３施設の決算見込額が予算額を下回ったため

３月補正におきまして減額をお願いしておりますけれども、この決算見込額をもとにナンバ

ー01施設介護サービス給付費の予算額を前年度と比較しまして4,140万円減の９億3,900万

円としております。 

  14ページをお願いいたします。 

  ４目居宅介護サービス計画等給付費、ナンバー01居宅介護サービス計画給付費２億2,194

万円は、介護サービス計画、ケアプランを作成の費用でございます。こちらは１万6,200件

を見込んでおります。なお、ナンバー01居宅介護サービス計画給付費につきましても、決

算見込額が予算額を下回ったために３月補正で減額をお願いしておりますけれども、この決

算見込額をもとに、ナンバー01居宅介護サービス計画給付費の予算額を前年度と比較しま

して822万円減の２億2,194万円としております。 

  次に、２項介護予防サービス等諸費、１目介護予防サービス等給付費6,827万4,000円は、

要支援１、要支援２の方の在宅におけるサービス給付費でございます。ナンバー01介護予

防サービス等給付費6,480万円は、訪問看護、訪問入浴、ショートステイ等の給付3,240件。

ナンバー02介護予防福祉用具購入等費59万4,000円は、福祉用具購入への給付36件。ナンバ

ー03介護予防住宅改修費288万円は、住宅改修の給付36件の利用を見込んでおります。 

  なお、ナンバー01介護予防サービス等給付費につきましては、平成28年度からスタート
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しました新しい総合事業に伴いまして、介護予防サービス等給付費のうち、介護予防訪問介

護と介護予防通所介護が３款の地域支援事業費に移行することから、平成28年度当初予算

を大幅に減額したところ、結果としまして予算に不足が生じたため、３月補正で増額をお願

いしております。この決算見込額をもとに、ナンバー01居宅介護サービス等給付費の予算

額を前年度と比較しまして1,263万円増の6,480万円としております。 

  ２目地域密着型介護予防サービス等給付費、ナンバー01地域密着型介護予防サービス等

給付費180万円は、小規模多機能施設等の利用24件を見込んでおります。こちらにつきまし

ても決算見込額が予算額を下回ったため、３月補正で減額をお願いしているところでござい

まして、この額に基づきましてナンバー01居宅介護サービス計画給付費の予算額を前年度

と比較しまして2,380万8,000円減の180万円としております。 

  次に、15ページをお願いいたします。 

  ３目介護予防サービス計画等給付費、ナンバー01介護予防サービス計画等給付費1,296万

円は、ケアプランの作成費で2,880件を見込んでおります。こちらのナンバー01介護予防サ

ービス計画等給付につきましても、決算見込額が予算額を下回ったために３月補正で減額を

お願いしておりますけれども、この決算見込額をもとにナンバー01介護予防サービス計画

等給付費の予算額を前年度と比較しまして701万7,000円減の1,296万円としております。 

  次に、３項その他諸費、１目審査支払手数料526万5,000円は、介護報酬の審査に伴う国

保連合会への手数料６万4,200件分でございます。 

  ４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費8,100万円は、要介護１から要介護

５までの要介護認定者が１カ月内において介護サービス利用額の１割または２割の負担額が

上限額を超えた場合に給付するもので、8,040件を見込んでおります。 

  16ページをお願いいたします。 

  ２目高額介護予防サービス費13万5,000円は、要支援１、要支援２の認定者に係るもので、

96件を見込んでおります。 

  ５項高額医療合算介護サービス等費、１目高額医療合算介護サービス費1,147万円は、要

介護認定者の医療保険及び介護保険の自己負担の１年間の合計額が上限額を超えた場合に負

担軽減を図るもので、370人を見込んでおります。 

  ２目高額医療合算介護予防サービス費１万5,000円は、要支援認定者を対象とし、３人を

見込んでおります。 

  17ページをお願いいたします。 
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  次に、７項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、ナンバー01

特定入所者介護サービス費１億7,280万円は、低所得者層の負担軽減措置として、食費軽減

と居住費軽減に係る給付費で、4,800件を見込んでおります。 

  ２目特定入所者支援サービス費９万8,000円は、先ほどと同様の要支援１、要支援２の認

定者に係る食費と居住費の軽減措置の給付費で、15件を見込んでおります。 

  以上、保険給付費の総額は41億4,695万7,000円で、平成28年度の当初予算と比較します

と約2.95％減となっております。減額につきましては１億2,618万8,000円の減額となって

おります。 

  次に、３款地域支援事業費について説明をさせていただきます。 

  １項介護予防生活支援総合事業費、１目介護予防生活支援サービス事業費、合計額の記載

は18ページのほうになりますけれども、18ページをごらんください。１億2,793万2,000円

が合計金額となりますけれども、こちらにつきましては平成28年度からスタートした新し

い総合事業の内容になります。介護給付のうち介護予防訪問介護と介護予防通所介護につき

まして、市町村が地域の実情に応じた取り組みができる介護保険制度の地域支援事業へ移行

しております。これは高齢者ができる限り地域におきまして自立した生活を送れるように支

援することによりまして、要介護状態になることの予防、改善を図るためのサービスでござ

います。財源内訳の負担割合は、保険給付と同じで、国・県支出金としまして国が25％と

県の12.5％の37.5％、その他としまして市の12.5％と２号被保険者の28％の計40.5％でご

ざいます。一般財源は、第１号被保険者の保険料22％となります。 

  それでは、17ページ下段のナンバー01訪問型サービス事業3,760万円につきましては、現

行の訪問介護相当、こちらはご本人が自力で行うことが困難な清掃、買い物、洗濯、調理等

の家事の補助でございますけれども、こちらのほうが1,430件を見込んでおります。また訪

問型サービスＡ、こちらは食事、食材などの確保、洗濯、部屋の掃除、布団干し、ごみ出し

などの日常生活上の生活支援を行いますけれども、こちらは4,500件を見込んでおります。 

  ナンバー02通所型サービス事業7,402万8,000円は、現行の通所介護相当、こちらは介護

予防を目的としましてデイサービスセンター等の施設で入浴、体操、レクリエーションを行

います。こちらは1,565件を見込んでおります。また通所型サービスＡ、こちらは閉じこも

りを予防するために体操やレクリエーション、仲間づくりなどの活動を行いますけれども、

こちらは9,840件を見込んでおります。また通所型サービスＣ、こちらはリハビリ専門職に

よる筋力向上訓練を実施しまして、身体機能音改善を図りますけれども、こちらは48回を
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見込んでおります。 

  なお、ナンバー01の訪問型サービス事業とナンバー02の通所型サービス事業につきまし

ては、新しい総合事業として平成28年度当初予算で新規に予算計上したところ、結果とし

て予算が不足したため、３月補正で増額をお願いしております。この決算見込額をもとにナ

ンバー01訪問型サービス事業の予算額を前年度と比較しまして2,326万円の増額の3,760万

円、ナンバー02の通所型サービス事業を前年度と比較しまして4,035万4,000円増の7,402万

8,000円としております。 

  なお、歳入の介護予防手数料の説明で申し上げましたけれども、ナンバー01の訪問型サ

ービス事業の訪問型サービスＡとナンバー02の通所型サービス事業の通所型サービスＡは、

平成29年度より委託事業から保険給付費と同様に国保連合会方式と変更する予定でござい

ます。ナンバー02の通所型サービス事業のうちの通所型サービスＣにつきましては、市が

直営で引き続き実施をいたします。 

  18ページをお願いいたします。 

  ナンバー03生活支援サービス事業72万5,000円は、新しい総合事業と実施しております配

食サービスの経費でございます。対象者は要支援１、要支援２の認定を受けた方と基本チェ

ックリストで該当となった方で、ここでは2,400食を予定しております。 

  なお、新しい総合事業で配食サービスの対象とならない方につきましては、この後で説明

をさせていただきます任意事業で実施しております配食サービスで対応いたします。 

  ナンバー04介護予防ケアマネジメント事業1,557万9,000円は、新しい総合事業のみを利

用する要支援者のケアプラン作成料で、3,600件を見込んでおります。 

  なお、ナンバー04の介護予防ケアマネジメント事業におきましては、２款保険給付費で

実施をしておりました介護予防ケアマネジメント事業が新しい総合事業で実施したのに伴い

まして、３款地域支援事業へ移行しておりますので、前年度と比較しまして1,380万円増の

1,557万9,000円としております。 

  次に、２目一般介護予防事業費1,551万8,000円は、主に日常生活に支障がない方で、通

いの場などに行くことによりまして、介護予防が見込まれるケースで、介護認定を受けてい

ない65歳以上の方が対象となります。 

  ナンバー02一般介護予防事業のうち、①介護予防普及啓発事業514万1,000円は、いきい

き健康体操16教室、らくらくかんたん運動教室９教室、介護予防・認知症予防教室20教室

を予定しております。②の地域介護予防活動支援事業686万6,000円は、介護予防体操の講
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師派遣40回、演芸ボランティア派遣40回、いきいきサロン支援60地区、介護支援ボランテ

ィア活動100人、高齢者の生きがいと健康づくり推進事業、高齢者運動会、ウォーキング講

座等でございますけれども、その他事業にかかわります輸送料を予定しております。 

  なお、前年度と比較しまして196万7,000円の増となっている理由につきましては、この

後、20ページで説明いたしますけれども、２項の包括的支援事業・任意事業、１目の包括

的支援事業・任意事業、ナンバー２の任意事業、②長寿あんしん事業として前年度まで実施

しておりました高齢者運動会、ウォーキング講座などの高齢者の生きがいと健康づくり推進

事業をこちらの一般介護予防事業として予算計上しているためでございます。 

  次に、ナンバー04一般介護予防事業嘱託非常勤職員等費351万1,000円は、介護予防に係

る一般職非常勤職員１名の人件費となります。 

  ２項包括的支援等事業・任意事業費、１目包括的支援等事業・任意事業費、こちらは19

ページから21ページまでとなりますけれども、5,153万8,000円は、高齢者が住みなれた地

域で暮らすことができるように、地域包括支援センターが中心となりまして、地域の関係者

や医療、介護保険事業所等と連携を図りながら、高齢者に対する介護、福祉、権利擁護等の

包括的な支援を行うサービスでございます。包括的支援等事業の財源内訳の負担割合としま

しては、国・県支出金として国が39％、県の19.5％の計58.5％、その他としまして市の

19.5％、一般財源は１号被保険者の保険料22％となります。 

  ナンバー01包括的支援事業のうち①包括的支援事業200万1,000円は、職員の研修参加等、

地域包括支援センターの運営に係る費用、運営協議会17名委員の報酬、市内４カ所の在宅

介護支援センターへの夜間・休日の相談対応の委託料、ケアマネジャーの研修支援、権利擁

護に係る周知、研修参加等の費用となります。 

  ②在宅医療・介護連携推進事業90万6,000円は、推進協議会開催に係る費用、多職種連携

のためのネットワークシステムづくりに向けた研修会、勉強会の開催費用、普及啓発のため

の講演会の開催費用等となります。 

  ③認知症総合支援事業129万7,000円は、認知症サポーター養成講座開催事業、認知症高

齢者見守り事業、認知症初期集中支援事業、認知症地域支援推進事業で、これらの認知症に

関する知識の普及啓発及び認知症高齢者への見守り体制の構築、また、初期集中支援チーム

による本人及びその家族への初期の支援を包括的・集中的に自立生活のサポート等を行うも

のでございます。平成28年度につきましては、議員の皆様にも認知症サポーター養成講座

の開催についてご協力いただきました。まことにありがとうございました。また、28年度
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は新たに、市内の小学校にご協力いただく中で、主に４年生を対象としまして、11校の全

ての小学校におきまして開催をしたほか、消防団の皆様にもご協力いただくなどして、普及

啓発に努めておるところでございます。 

  次に、④生活支援体制整備事業でありますが、こちらは新規の事業となります。高齢化が

進行し、ひとり暮らしの高齢者などが増加する中で、認知症高齢者を初め何らかの支援を必

要とする高齢者も増加することが予想される中で、地域における生活支援の必要性が高まっ

ております。このため、市町村が中心となりまして、元気な高齢者を初め住民が担い手とな

りまして参加する住民主体の活動やＮＰＯ、社会福祉法人、社協、自治会、民間企業、シル

バー人材センターなど、多様な主体による多様なサービスの提供体制を構築し、高齢者を支

える地域の支え合い体制づくりの推進を目指してまいります。 

  具体的には、生活支援コーディネーターの配置や生活支援などのサービスの提供主体とな

る協議体の設置を通じまして、互助を基本とした生活支援サービスが創設されるよう資源開

発やネットワークの構築、ニーズと取り組みのマッチングを積極的に進めてまいります。こ

の事業は、多くの市民の方に参画をしていただく必要がございます。すぐには体制整備を図

ることが難しいかと思われますけれども、まず初めに今年度は、市民の皆さんに高齢者を支

える地域の支え合いの必要性について共通の認識を持っていただくため、全国各地でこの生

活支援体制の整備事業の立ち上げを支援していただいておりますＮＰＯ法人のご協力をいた

だく中で、アドバイスをお願いしながら、９月に市民の皆さんを対象とした地域フォーラム

を開催したいと考えております。そして11月ごろ、本事業の中核となります協議会を立ち

上げまして、地域の支え合いを推進するための生活支援コーディネーターの選任までを今年

度まで目標としまして、平成30年度以降は小学校区域、中学校区域などの地域ごとに協議

体を設置するなど、体制整備を推進していきたいと考えております。 

  ④の生活支援体制整備事業50万5,000円の内訳でございますけれども、先ほど申し上げま

した９月開催予定の地域フォーラムの開催のための必要経費、また地域フォーラム開催に向

けた長寿推進課を所管課とした市役所内、また関係機関を交えた勉強会を行ってまいります

けれども、その際のアドバイザーに係る経費でございます。 

  ナンバー02任意事業のうち①介護給付費等適正化事業51万6,000円につきましては、介護

サービス利用状況等の内容を記載した通知を送付することによりまして、利用内容の確認と

介護保険事業への意識向上等を目的としており、通知の作成、郵送等の経費でございます。 

  ②長寿あんしん事業2,134万5,000円のうち介護相談員派遣事業につきましては、相談員
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が市内の介護保険施設を訪問し、利用者の相談等に応じ、サービスの体制強化と質の向上を

図るもので、４名の相談員の報酬、また研修費用でございます。家族介護慰労金支給事業は、

要介護３以上の寝たきり高齢者及び認知症高齢者を在宅で介護している家族の方に慰労金を

支給するもので、110人を見込んでおります。介護用品支給事業は、要介護３以上の高齢者

を在宅で介護している家族の方に介護用品等を購入するためのクーポン券を交付するもので、

330人を見込んでおります。家族介護者交流事業は、在宅で高齢者等を介護している家族の

交流を図るもので、社会福祉協議会へ委託し、年14回実施するものでございます。高齢者

緊急通報システム運用事業、ふれあいペンダントでございますけれども、こちらは虚弱なひ

とり暮らし高齢者等の緊急時における迅速な対応を図るため、緊急通報機器を対象者宅に設

置し、急病時等にはＮＰＯ法人安心安全見守りセンターに設置されました受信装置に通報さ

れ、専用のオペレーターが緊急通報協力者や管内の消防署と連携、迅速な対応を実施してま

いります。配食サービス事業は、先ほど新しい総合事業の対象者以外の認定を受けていない

方となります。ここでは4,800食を予定しております。友愛訪問事業は、地区の民生委員に

ご協力をお願いし、安否確認をしながら乳酸菌飲料を支給する事業で、450人を見込んでお

ります。 

  なお、②長寿あんしん事業につきましては、前年度と比較しまして560万2,000円の減額

となっておりますが、その主な理由としましては、昨年度まで任意事業として実施しており

ました高齢者等生きがい健康づくり健康事業を18ページの介護予防生活支援総合事業費の

ほうへ予算計上しております。また、高齢者自立応援事業につきましては、８ページの一般

会計、ナンバー11在宅福祉事業として今年度予算計上したためでございます。 

  次に、21ページをお願いいたします。 

  ③その他事業138万2,000円のうち成年後見制度利用支援事業は、市申し立て等に要する

費用や成年後見人の報酬助成等の費用でございます。福祉用具・住宅改修支援事業は、住宅

改修や福祉用具利用だけの場合のケアマネへの助成費用でございます。 

  次に、ナンバー03包括的支援事業関係職員費923万4,000円は、正職員の社会福祉士２名

分の人件費でございます。 

  ナンバー04包括的支援事業嘱託非常勤職員費1,183万1,000円は、包括的支援事業に係る

臨時職員３名の人件費でございます。 

  ナンバー05任意事業嘱託非常勤職員費252万1,000円は、任意事業にかかります一般職非

常勤職員１名の人件費でございます。 



－499－ 

  次に、４項その他諸費、１目その他諸費、ナンバー01その他諸費54万2,000円は、新しい

総合事業に係る国保連に支払う審査支払手数料でございます。 

  地域支援事業費の総額は１億9,553万円で、平成28年度当初予算と比較しますと7,354万

7,000円増加しております。 

  次、22ページをお願いいたします。 

  ５款基金積立金、１項基金積立金、１目給付準備基金積立金、ナンバー01給付準備基金

積立金59万8,000円は、介護保険財政の安定化を図るための積立金でございます。 

  ６款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目第１号被保険者保険料還付金、ナンバー

01第１号被保険者保険料還付金70万円は、過年度の保険料に対する還付金でございます。 

  ２目第１号被保険者還付加算金、ナンバー01第１号被保険者還付加算金1,000円は、還付

する際の加算金で存置でございます。 

  23ページをお願いいたします。 

  ３目国庫支出金等償還金、ナンバー01国庫支出金等償還金1,000円は、給付額の確定後に

還付する償還金で存置でございます。 

  ２項繰出金、１目一般会計繰出金、ナンバー01一般会計繰出金1,000円は存置でございま

す。 

  以上、歳出合計は46億2,369万6,000円で、前年度当初と比較すると3.17％の増額となり

ます。 

  説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  それでは、時間も延びておりますので、ここで休憩を一旦入れます。会の再開は11時と

いたします。よろしいでしょうか。お願いします。 

 

休憩 午前１０時５０分 

 

再開 午前１１時００分 

 

○委員長（山本今朝雄君） 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  先ほど説明が終わりましたので、これより説明に対しての質疑を行います。 
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  先に所管の委員の質疑を行います。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） 18ページの生活支援サービス事業の03の配食サービス事業があって、

任意事業とのあれでもって説明をしていただけるということ中であったんですけれども、前

年度3,600食で今年度2,400という内容なんですが、そこら辺については前年度実績とかそ

ういった形の中で、変えているんですか、説明を。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  配食事業につきましては、28年度から今の生活支援サービスと任意事業のほうに分かれ

まして、今年度見守り安否確認を前提とした事業のためということで、事業内容をその前提

に沿いまして見直した結果で、配食数のほうが29年度見込んで計上してございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 見守り事業とのそれということで、それどういうふうに形を変えたん

ですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） 変えたところといいますか、28年度からの運用の中で、

安否確認ということで介護サービスの利用状況等は、対象の方の利用状況を確認いたしまし

て、デイサービスですとか、ヘルパーの方を在宅で利用されているような日は除きまして、

その日以外に基本的には見守りということで、この配食サービスを入れる形にしております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 要するに見守り確認ができるほかのサービスを受けている方は、その

分を差し引いて、それであれしたということですね。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  清水委員。 

○委員（清水正二君） 20ページの任意事業の配食サービスのほうなんだけれども、これも

どういうふうな形になっている。前年度5,400食あって4,800食に減っている、どういう同

様な内容でしょうか、確認だけ。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 
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○長寿あんしん係長（早川要子君） おっしゃるとおり、同様の内容で見直しをしております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 同じ18ページの介護予防活動支援事業ということで、いきいきサロ

ンなんですけれども、前年度59地区、今年度が60地区ということで現状どうなんですか。

１地域しかふえていないんですけれども、予算上。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） こちらのいきいきサロンにつきましては、各自治会に１つと

いうことでお願いをしておりまして、なかなか各地域にふえていかない現状がございますけ

れども、それぞれの自治会等にお願いをしながら、少しずつふえていくような形で、社会福

祉協議会と連携を図りながら進めているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） どの程度前年度からどの程度実績としてふえてきている。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） 28年度に１地区ふえまして、現在59地区のサロンがご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 清水委員。 

○委員（清水正二君） 前年度は59ということで、今年度の予算が60地区ということで、目

標としては１つということなんですけれども、事業の中でこういった介護予防とかそういう

ことをやっているんで、できればもうちょっと多くの目標を持っていただきたいというふう

に、そこら辺のところどういうふうにお考えか。 

○委員長（山本今朝雄君） 答弁求めます。 

  飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 委員さんおっしゃるとおり、こちらのいきいきサロンにつき

ましては、高齢者の方が自分たちで健康づくりといいますか、そういったものをしていくと

いうことで、大変重要な事業であるというふうに考えておりますので、今回は１地区増とい

うことで60地区ということで予算計上をさせていただきましたけれども、それ以上にふえ

るように各自治会等にお願いをしてまいりたいというように考えております。よろしくお願
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いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。次にありますか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） これは参考資料のほうですが、10ページの総務費の賦課徴収費嘱託

職員１人ですけれども、この方の勤務条件はどんなふうになっているのか、教えていただけ

ますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  嘱託職員で週の勤務時間が29時間５分となっております。報酬基準額が月額で10万円プ

ラス歩合額で、徴収してきた金額により過年度分につきましては徴収金額の20％、現年度

分につきましては徴収金額の10％を歩合として加算しております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） この方は徴収嘱託員になるわけで、その努力をされて、介護保険料の

回収に取り組んでいるんじゃないかと思うんですが、どうですか。そうですね。成果はどう

ですか、平成28年について、決算で出るかもしれませんけれども、参考で聞かせてくださ

い。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  27年度の決算では、過年度の徴収金額の561万7,498円のうち、徴収員が徴収した金額が

328万2,460円、58.4％となっております。28年度につきましても、今現在でございますが、

過年度分につきましては徴収金額の52.7％の徴収をしております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでにちょっと非常勤の職員についてもお聞きしたいと思うんです

が、11ページの介護認定審査会費の中の非常勤の１人は先ほど言った昭和からの派遣の方

だという話です。これでよろしいですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 昭和町から派遣されている職員につきましては、負担金のほ

うで、こちらのほうで予算計上しておりまして、こちらにあります認定審査会の01につき
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ましては市の正職員、それから02につきましては市の一般職非常勤職員でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ついでに19ページの一般介護予防事業嘱託非常勤職員が１人います

が、この方の仕事の内容についても若干教えていただけますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） お答えいたします。 

  介護予防事業のほうの関係とそれからあと訪問相談などについて仕事を行っております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 勤務状況は先ほどお答えがあった大体中身でしょうか。それともどう

いう。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） こちらにつきましては一般職の非常勤職員ですので、通常の

市役所内の事務補助員と同様の勤務形態となっておりますが、ただこちらの職員につきまし

ては保健師でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 21ページの包括支援事業の中の非常勤職員が４人ですか、いますね。

この４人の勤務時間と仕事の内容について教えていただけますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  ナンバー04の３名につきましては、こちらは介護相談を受けます保健師、看護師等でご

ざいます。またナンバー05の職員につきましては、事務補助職員でございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） ごめんなさい。そうすると、正職員が５人ではない。非常勤職員、そ

れからその非常勤職員の中でも事務系と専門職とありますけれども、教えていただけますか、

トータルで。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 
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○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  長寿推進課、それから３係ございます。またそれ以外に介護認定審査会も長寿推進課のほ

うで所管をしておりますので、その中で職員は26名でございます。そのうちの正職員は18

名、それから非常勤の職員が８名になります。そのうち事務補助員が１名、それから徴収嘱

託員が１名、それから保健師、看護師等が５名でございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 大変な仕事でございますので、体に気をつけて頑張っていただくよう

に。 

  次に、認定審査会でありますけれども、11ページ、先ほどもお話がありましたけれども、

年間3,453件を見込んでいるというわけでありますが、平成28年度、今年度はどのぐらいの

審査件数になるんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 田中係長。 

○介護認定審査会（田中武彦君） 今年度は、予定では3,959件を見込んでいますが、２月末

で3,370件が実情となっております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 別件ですけれども、２款の保険給付費の中の地域密着型サービスにつ

いてでありますが、市内に施設数は何件ぐらい、何カ所あるのか。それから入所者数も教え

ていただけますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  市内に地域密着型特別養護老人ホームが２施設、グループホームが６施設、小規模多機能

型居宅介護の施設が２施設、認知症対応型通所介護が１施設でございます。特別養護老人ホ

ームの定員につきましては１施設29人で、失礼しました。地域密着型の通所介護が22事業

所ございます。定員につきましては地域密着型特別養護老人ホームがそれぞれ１施設29人

となっております。グループホームにつきましては18人の定員のところが４カ所、９人の

定員のところが２カ所ございます。小規模多機能の定員につきましては宿泊が25人以下と

なっております。地域密着型通所介護につきましては定員が18人以下となっております。 

  以上でございます。 
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○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 計画の中で出ているんですが、若干ふえたり減ったりしているところ

もあると思うんですけれども、わかりました。その中で福祉施設の待機者ですね。平成28

年度の直近でいいんですが、どのくらいいらっしゃるんでしょうか。申し込んでまだ入れな

い方たち。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 前の数字になりますが、平成28年４月１日現在で特別養護

老人ホームの待機者は458人となっております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 特別養護老人ホームの待機者が458人ですね。そのほか保健施設はい

かがでしょう。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 申しわけございません。ただいまの申し上げた数字ですけれ

ども、県のまとめた数字でございまして、その他の保健施設も含めた人数でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 特養ホームの待機者についてでありますが、ここ平成27年、28年で

ふえているか、減っているかを教えていただけますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 申し上げます。平成27年４月１日が604人でございましたの

で、減少しております。こちら県の調べでございますけれども、１つには平成27年以降、

入所される要件が変わりまして、要介護１ではなくて、要介護３以上の方が今度は入所でき

るということになりましたので、減っている部分はありますし、あともう一つは、なかなか

待機する期間が多いということで、まだ元気な方が申し込んでいるというようなことも一因

ではないかなと思いますけれども、要介護３となったことによりまして、そうした元気な方

の登録というのが若干減っているんではないかなというふうに思われます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） この減少傾向というのは、要介護１、２が特養から締め出されたとい
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う言い方は悪いですが、外されたということからの減少ということなんですね。実際入ると

どのくらいになるんですかね。参考に、もしわからなければいいですよ。 

○委員長（山本今朝雄君） わかりますか。 

  山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  要支援に限って減っているということではございませんで、現在在宅で希望されている方

の人数が27年から28年に減ったということでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 本当よくわかりました。要介護１、２の方でも特別養護老人ホームへ

入れる条件というのはあるんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 質問に対して簡潔によく。 

  山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  原則的に要介護３、４、５の方で、特例入所というのが要介護１、２にございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 特例内容ですね。 

  樋泉委員、よろしいですか。樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） その特例というのは、どういう特例なのかというのをお聞きしたかっ

たんですが。よろしいですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） 特例といいますのは、条件がございまして、認知症の方、ま

たは高齢者のひとり暮らし、または高齢者の世帯であるということと、虐待などが考えられ

る場合などの条件を満たした場合に特例入所となります。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですね。 

○委員（樋泉明広君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） そのほかに質疑ございますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） １つお伺いします。 

  18ページの先ほども出ましたが、いきいきサロン60地区ですが、これは助成されるわけ
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ですが、一律じゃないと思うんですけれども、人数割とか、どんなような形で支給されるで

しょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  １地区につきまして事業費の補助金として一律１万円、あとサロン年度の総参加人員に対

しまして延べ人数でそれぞれ交付しております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員、よろしいですか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） １万円は均等割わかったですが、人数割というのは、昨年の例でもい

いですけれども、幾らでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  20名以上120名未満で３万円、120名以上240名未満で４万円、240名以上360名未満で５万

円、360名以上480名未満で６万円、480名以上が７万円となっております。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） じゃ、年間の延べ活動人数で３万円以上ということになると思います

が、わかりました。 

  もう一つお聞きしますが、上にいきいき健康体操教室とからくらく簡単運動教室とありま

すが、随分300万と180万ということで、金額的にも差があるんですけれども、内容はどん

な教室をされるのかお伺いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） いきいき健康体操教室につきましては、地域の公民館な

どで、椅子を使いまして筋力アップの体操であったりとか、ストレッチであったりとか、ち

ょっと脳トレ的なものを含めた体操を行う教室になっております。 

  それから、らくらく簡単運動教室につきましては、Ｋａｉ・遊・パークのプールのほうを

利用しまして、プールの中で体を動かして、同じように筋力アップを図ったりしていく体操

の教室になっております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 
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○委員（米山 昇君） 教室といっても、年間を通じてということじゃなしに、１回こっきり

のものを何回か、年中16回とか９回やるという解釈ですか。１つのものが毎月１回１年間

ということじゃなくてですね。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） いきいき健康体操教室につきましては週に１回、３カ月

間、全部で12回が１つの教室となっております。それから、らくらく簡単運動教室のほう

ほうも週に１回になりますけれども、こちらのほうは３カ月13回の教室ということになっ

ております。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 今言った週１回で13回というのが１教室ですから、それに掛ける９

回やるということですね。そういうことですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） そのとおりでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） わかりました。元気なというか、介護認定を受けていない方たちを対

象にしたこうした教室とか、サロン事業とか、やはりもっと充実して、要介護にならないよ

うにやれば、お金をかけても結局認定されていろいろな施設サービスとかあるいは通所のサ

ービスを受けると、はるかに高い金額が必要になるわけですから、できるだけ充実をして、

少しでも認定を受けないようなそんな元気な方がふえるような活動に力を入れていただきた

いということで、これ要望で結構です。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに。 

  池神委員。 

○委員（池神哲子君） いきいき簡単体操教室は週１回ですよね。またプールにも入りたいと

いうことで両方受けることはできるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） 両方受けていただくこともできます。 

○委員長（山本今朝雄君） 池神委員、よろしいですか。 

○委員（池神哲子君） わかりました。はい。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） さっき米山委員と同じところなんですけれども、いきいき健康、また

らくらく簡単というのがＫａｉ・遊・パークでやっているということなんですけれども、場

所を考えたときに、Ｋａｉ・遊・パークへ逆に双葉、敷島、とても教室があっても行けない

状況なんだよね。敷島にも健康福祉センターの中に歩行浴というかプールという形をとって

いないかもしれないけれども、そういった施設があるんだよね。そういったところで開催等

は考えていないのかどうか、ちょっとお聞きします。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  確かに敷島の保健福祉センターにも歩行浴のプールがございまして、高齢者の方が健康管

理のために使っている施設がございます。今までこの教室につきましては敷島のプールのほ

うは活用したことはございませんけれども、議員さんおっしゃいますとおり、地域の方の利

便性とかございますので、今後そういったところも含めて検討してまいりたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひ検討していただきたくて、先ほど米山議員が言ったとおり、予防

なんですよ、基本的に。こういった事業には、ある程度お金をかけても、やはりならないた

めに何億という金はかからないわけだから、健康で長生きをするという社会をつくるという

ことは、これやはり行政の役目だと思うね、基本的に。そういったもののアイデアを出す、

そういったものをみんながもっと企画をして、十分参加してもらうと、事業を多くふやした

中で、ぜひこういった事業を行っていただきたいと思いますけれども、部長どうですか、そ

の辺は。 

○委員長（山本今朝雄君） 長田福祉部長。 

○福祉部長（長田 隆君） 私も含め健康で長生きしたいというのは、人間の願いでございま

して、やはりその予防のために費用対効果を含めてかけられるお金はかけて、福祉のサービ

スを受けないということは理想でございますが、そうはいっても時に、病気になってしまう

ときに認知に進んでしまうということがあろうと思いますが、今いただきましたご意見を参

考にさせていただきながら、予防等に努めてまいりたいというふうに考えております。今後

ともよろしくお願いいたします。 
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○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひ今部長の決意を聞いたんで、期待もしているところですけれども、

基本的に長寿社会と、年寄りということを考えたときに、場所とか、そういった利用する数

もいいんだけれども、選定した中でやっていただきたいと。やはりＫａｉ・遊・パークだと

正直いって年寄りが玉幡のあそこまで行くというのは正直なかなか大変なんですよ。我々成

年じゃまだしも、こうやって我々成人じゃないですよ、僕らは長寿に近いですから、なかな

か大変だということを考えたときにある程度場所の選定も十分配慮していただいて、こうい

った教室を充実していただきたい。部長の決意を聞いたんで、ぜひ期待していますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  もう１件、別件ですが、前も僕聞いたことがあるかな、配食サービスの件なんですけれど

も、先ほどの話の中で今年度要介護１、２の方たちは2,400食、生活支援、それで20ページ

のほうに任意の事業ということで配食4,800食とあるんですけれども、これ4,800と、これ

何人の人が利用しているんですか、ちょっと人数をお伺いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） 今現在71人の方が利用されています。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 先ほど課長の説明の中に年寄りの健康の安心と安全というか、確認を

兼ねてということでこういったことをやっているという、もうちょっと前に、５年ぐらい前

に配食のほう、配達のほうを手伝ったことがあるんですけれども、なかなか年寄りが楽しみ

に待っていると、基本的に。行って話をして、年寄りはいつも１人で寂しがっている。行け

ば本当に喜んで日常生活のいろいろな話をするんで、こういったさっきの事業と同じなんだ

けれども、こういった事業は、これ条件があると思いますけれども、できるだけ多くの人に

こういった事業のサービスをしていただくように、今後とも努力をしていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いします。要望です。 

○委員長（山本今朝雄君） 池神委員。 

○委員（池神哲子君） もう終わっちゃったの。 

○委員長（山本今朝雄君） 所管は終わりになります。 

○委員（池神哲子君） 関連質問、だめなの。 

○委員長（山本今朝雄君） 松井委員。 
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○委員（松井 豊君） 13ページの一番下ですが、施設介護サービス給付費、今入所対象者

が少し厳選されて待機が減っているといっても458人と先ほどありました。それに対して現

に入所者の数がちょっと減ってきているんですが、この辺はどう考えたらいいか、ちょっと

説明してください。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  入所者の方々の今回もそうなんですが、それぞれの介護保険の事業計画をつくるときにア

ンケート調査をしているんですけれども、そういった調査を見ますとやはり施設に入所する

よりは、できればご自宅で生活をしたいというふうに願っている方が大変多くございます。

いろいろな家庭の事情等によってなかなか自宅で生活できない場合には、施設のほうへとい

うような形になろうかと思いますけれども、基本的には皆さん自宅で生活したいという思い

がありますので、減っているんじゃないかというふうに推測をしております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） そういう方もあると思いますし、ただ現に待機が450人ですから、こ

の辺は施設、入れ物をふやすとかそういうことも含めてご努力願いたいと思います。 

  次の質問です。15ページの下のほう、高額サービス費ですが、去年は6,720件という想定

だったんですが、大分ふえていますけれども、この理由は説明したかもしれませんが、ちょ

っと聞き落としたかもしれないんで、お願いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） お答えいたします。 

  平成27年８月から一定所得以上の被保険者の方には２割負担が課せられておりまして、

27年度の予算途中から大体12月分ぐらいからふえているところでございます。そのため27

年度決算に比べますと28年の決算が今おっしゃったぐらいふえておりまして、その決算見

込みに基づきまして29年度予算を見込んでおります。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） わかりました。 

  あと１つ、20ページの上です。認知症サポーター養成講座などの認知症の関係なんです

が、去年聞いたときたしか該当者、こういう認知症のこの事業の対象になる方は1,000人く
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らいというようなことを聞いたんですが、今どんな状況でしょう。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） 28年４月１日現在で1,142人です。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） いずれにしても、1,000人からの対象者がいて、予算的に100万台で

すから、やはり事業としてはちょっと弱いなという感じがします。特に体のほうは見えるん

ですが、認知症のほうは余り見えないんで、特に家族にどういう生活のさせ方をしたらいい

かとか、そういうことの個別のケース指導がないと、一般論として知識を持っていてもどう

かな、弱いと思うんですよね。その辺は事業として、ここだと余りそういうのが見えてこな

いので、ぜひそういったことも含めて事業を拡大してもらいたいなと、要望で結構です。 

○委員長（山本今朝雄君） 要望で、よろしくお願いします。 

  ほかにありますか。 

  有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 12ページの福祉空間整備費等の補助金のことについてちょっとお

聞きしたいんですが、特養とかグループホームの補助金が出ていますよね。こういうものは

ほとんどじゃない全部が国・県支出金なんだけれども、予算設定という場合には、これどう

いう基準でこれはやるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  こちらの予算につきましては、まず特別養護老人ホームにつきましては、ベッド数が単価

になっておりまして、１ベッド当たり427万円の補助金が出ますので、29床、29ベッドの施

設になりますので、こちらのほうが１億3,002万1,000円の補助金となります。グループホ

ームにつきましては、こちらがベッド数ではありませんで、施設単位の補助金となります。

１施設当たり3,200万円の補助が出ます。それから、準備基金のほうにつきましては、こち

らはそれぞれベッド数になりますけれども、１ベッド当たり62万1,000円になります。特別

養護老人ホームが29床、それからグループホームが18床ですので、それぞれ1,800万9,000

円と1,117万8,000円、合計が2,918万7,000円となります。 

  以上でございます。 
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○委員長（山本今朝雄君） 有泉委員。 

○委員（有泉庸一郎君） 施設の規模とかそういうもので予算的なものは決まっているという

ことなんですか。そのあれに掛けてこういう予算を盛っているとそういうことなんですよね。

今はやりのそんたくなんていうことがありますので、そんたくをしていちゃまずいかなと、

そういうことがなければいいんだろうけれども、そういうことなんだ。そうすると、これは

新しい施設ということなんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） こちらの施設につきましては、平成28年度、今年度事業者

選定ということで、選定作業を行いました。その結果、場所につきましては、双葉地内に建

設をする予定になっておりますけれども、事業者は泉茅会、めぐみ荘でやられている方が事

業決定されましたので、平成29年度、双葉地内にこちらの２施設の併設ということで建設

を進めまして、平成29年度中に開設をするという予定になっております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（有泉庸一郎君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに。 

  三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） 20ページ、４番の生活支援体制整備事業、これ新しい事業ですよね。

この事業は、先ほどちょっとご説明あったのかなと思うんですけれども、具体的に内容をお

願いしたいと思います。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 先ほどもご説明申し上げましたけれども、認知症の高齢者の

方、それからひとり暮らしの高齢者の方がこれからますますふえてまいります。そういった

ことでいろいろな施設で対応できなくなってくることも現状ありますので、そういった方々

につきましては、地域で支え合いという形の中でこの事業を進めてまいります。そのために

は、今現状のボランティアさんで活動されている方があちこちあると思いますけれども、こ

ういった方々を１つにまとめ上げるといいますか、連携を深める中で、市内全体で高齢者の

方を支援していくという事業になります。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 三浦委員。 
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○委員（三浦進吾君） 必要な事業かと思うんだけれども、こういう新しい事業ができること

によって、職員にも大変負担になろうと思いますけれども、何か似たような事業がなかった

でしたっけ、お尋ねいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 今回新規事業として始めますのは、高齢者を対象に事業を進

めますが、それ以外に福祉課では身体障害者等の方を対象に同じような事業をしているわけ

でございますが、将来的には個々にやっているのではなくて、市全体として、福祉部全体と

して進めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） これから統一して、そして高齢者がどんどんふえる、また医療費もか

さみますけれども、職員が大変負担になろうかと思いますけれども、ぜひよい事業となるよ

うお願い申し上げます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 要望ですね。お願いします。 

  保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 18ページの介護予防、認知症予防教室が20教室なんですが、昨年50

教室あったのに随分減らしたんですが、これはどうしてなんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらのほうは地域のいきいきサロンだとか、老人会だ

とか、そういったところから要望をいただきまして、介護予防教室や認知症予防教室のほう

をさせていただいているところでありますけれども、今年度、28年度の実際行った件数な

どを考えまして、29年度の予算のほうに計上させていただいてあります。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そういう教室のニーズが余りないのが実態だということかなと思いま

す。 

  20ページなんですけれども、認知症の総合支援事業、先ほどから出ていますけれども、

たしか昨年、認知症、私が聞いたときには1,026人いて、その基礎調査をするというような

ことがあったと思うんですが、その内容的なものを加味して、今回いろいろな新規事業みた



－515－ 

いなのが入っているのかなと思うんですが、その結果、簡単に基礎調査というのはどんなふ

うだったのか教えてもらえますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  調査につきましては、次期計画、介護保険の事業計画というのを29年度作成いたします。

この計画につきましては、30年度から32年度までの３年間を計画期間としておりますけれ

ども、この計画をつくるために基礎調査ということで、ことし１月から２月にかけまして調

査を実施しております。その調査結果につきましては、今現在集計中でございますので、新

年度に入りましたら、またご報告させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

○委員長（山本今朝雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） こっちの右側になるんですが、初期集中支援事業というのは、認知症

の初期の人の家族とかをサポートするため、訪問をするというふうに去年聞いたと思うんで

すが、予算的に少しふえているけれども、余りあれなんですけれども、これは何人ぐらいと

か、何回ぐらいとか、そういう目標みたいなものはあるんでしょうか。それとも何かニーズ

があったときだけやるということで盛ってある予算なんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらの認知症の初期集中支援チームの活動なんですけ

れども、チーム員は地域包括支援センターの職員が兼ねておりますので、そちらのほうは費

用のほうはあれなんですけれども、チーム員会議というのを月に１回ずつ開催しておりまし

て、そちらのほうにサポート医ということで医師の先生等入っていただきながら、その方の

対応などについてを検討させていただいて、かかわらせていただいているという状況です。

28年度につきましては７ケースを今支援しているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） その下の地域支援推進事業というのは、それとまた違いますよね。内

容をちょっと教えてください。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらのほうにつきましては、認知症の地域支援推進員

を配置するという事業のほうになっております。 
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  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） 推進委員を派遣する、配置する。何人ぐらいいるんですか、どういう

人がなっている。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） こちらのほうも今現在は地域包括支援センターの職員１

名が認知症のこちらの地域支援推進員としてなっておるところです。こちらのほうについて

は、一定の研修のほうを受けて推進員になるということになっておりまして、その費用にな

っております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂芳子君） そうすると、そういう推進員になるための資格みたいなものを得るた

めの金額だということで、働きはこれからいよいよ働くというようなことでよろしいんでし

ょうかね。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原係長。 

○介護予防推進係長（藤原布美君） そのとおりでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（保坂芳子君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 18ページの地域介護予防活動支援事業の中で、介護支援ボランティ

ア事業がありますよね。これの内容についてお願いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  高齢者自身のボランティア活動を通じまして、介護施設等でボランティアを行うことによ

りまして、ご自身の介護予防を図って、あと活力ある地域づくりに寄与することを目的とし

た事業となっております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 事業としては非常にこれから必要となる事業だと思いますね。それで
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前年度比でちょっと予算がふえているということで、それに対してつけたと思うんですが、

人数が100人ということで予算が増加されているというその辺のところの経緯はどうなって

いるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） 介護支援ボランティア事業につきましては、今年度から

始まった新規事業になりまして、高齢者の方が行ったボランティア活動に対して交付金とい

うのを支給するんですが、それは今年度はございませんで、来年度の予算では28年度に１

年間活動したポイント数に応じたものを交付金として支給いたしますので、その分がふえて

おります。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、前年度で介護支援ボランティア活動事業、それから今年

度は支援ボランティア事業ということは、その位置づけというのはどういうふうに変わった

ということですか。25万9,000円、前年度は予算措置をしておりますよね。それに対して。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） お答えいたします。 

  昨年度の25万9,000円につきましては、この事業を立ち上げるためにいろいろパンフレッ

ト等をつくったり、諸経費がかかりますのでそういったもの、それからいろいろポイントを

してもらうための手帳みたいなものをつくったりしますので、そういった経費が含まれてお

ります。29年度の予算につきましては、28年度中にボランティアをしていただきました実

績に基づいてお金のほうを支給するわけなんですけれども、そういった経費も含まれており

ます。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 聞き漏らしたんですけれども、ボランティアに多少の報奨金というか、

そういうのをやるということで、もう１回、支給基準というか、それを教えてください。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  １時間の活動で１スタンプ、１日２スタンプ、２時間上限としておりまして、それの年度

の累計のスタンプ数に応じて支給いたしますが、上限が50個以上、評価ポイント5,000ポイ

ントで、上限額が5,000円というふうになっております。 
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  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 先ほど言ったようにこれ非常に今後有効な事業だと思いますけれども、

これについて募集とかどういう格好でボランティアを確保するというか、その辺のところの

考え方というか、どうやって進めていくのか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） お答えします。 

  こちらの事業につきましては、甲斐市の社会福祉協議会にお願いして実施しておりますけ

れども、今現在ボランティアを既にやっている方ですとか、その方たちに呼びかけをしたり、

あと広報紙等でも28年度中に事業の紹介をさせていただいておりますので、各種会議等で

もこういった事業について広く周知を行いまして、参加する方をこれからもふやしていきた

いと思います。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 最後、現状の実績はどれくらい今いるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 早川係長。 

○長寿あんしん係長（早川要子君） ３月現在で52人の方が登録していただいております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですね。 

  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） すみません、お願いします。 

  13ページの介護サービス諸費、01地域密着型介護サービスの中の細目に、去年の予算に

あった小規模通所というのがおととしの決算とことしの予算にないのは、何か変更になった

ということですね。１年間だけあったというのは、どういう予算があったというのは、28

年度予算だけあって29年にないというのは。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田係長。 

○介護保険係長（山田郁子君） 13ページの212のところでは、今年度も通所介護を計上して

いるんですが、多分おっしゃっていただいたのは222のほうでしょうか、通所介護がなくな

っているというのが。 

〔「何ページですか」と呼ぶ者あり〕 
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○介護保険係長（山田郁子君） すみません。ページが14ページの一番下のところで222のと

ころに通所介護がない。14ページの一番下の222のところですか。 

〔「222のどこですか」と呼ぶ者あり〕 

○介護保険係長（山田郁子君） 保険給付費介護予防サービス等諸費。 

〔「款項目の222です」と呼ぶ者あり〕 

○介護保険係長（山田郁子君） 失礼いたしました。 

〔「28年度予算の20ページのと言ったらわかりますか」と呼ぶ者あ

り〕 

○委員長（山本今朝雄君） 何ページですか。 

○介護保険係長（山田郁子君） すみません。28年度の20ページの。 

〔「   聞いている」と呼ぶ者あり〕 

○介護保険係長（山田郁子君） すみません。 

  29年度の13ページの２款保険給付費、介護サービス等諸費、地域密着型介護サービス等

給付費の事業の概要の中の地域密着型通所介護とことしは表記しておりますが、昨年は小規

模通所介護と表記しておりまして、これが同じものでございます。そして、去年につきまし

ては大規模の通所介護は移行しない分を差し引いて計上したんですけれども、大幅に想定が

ずれておりましたということで、金額に大差がございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 何かそういうような決算と予算と、去年、おととしの決算云々とは、

みんな連携してきているものは同じような表現であるいは表現が変更になったら変更になっ

たからこうだというふうに説明しないと、頭の悪い俺らはわからないから頼むよ、よろしく。 

○委員長（山本今朝雄君） そうですね。同じようにお願いします。 

  ほかはよろしいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） ないようですので、なければ委員の質疑を終了します。 

  以上で審査を終了いたします。 

  これより本委員会に付託されました議案第31号 平成29年度甲斐市介護保険特別会計予

算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「ある」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（山本今朝雄君） まず、本案に対する反対者の発言を許します。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 22番、日本共産党甲斐市議団、樋泉でございます。 

  平成29年度甲斐市介護保険特別会計予算の反対討論を行います。 

  本予算は、以下のような問題点を含む予算であります。 

  第１に、第１号被保険者の保険料を第５期保険料より4.1％、年額５万8,800円を2,400円

上げて、６万1,200円のまま据え置かれた予算であること。 

  第２は、地域支援事業の介護予防、日常生活支援総合事業、いわゆる新総合事業として平

成29年４月から要支援の訪問介護と通所介護を保険給付から外して、研修を受けた市民に

よる安価なサービスから質の低下を招くいわゆる基準看護サービスやボランティア等のサー

ビスに移行することを見越した予算であること。 

  第３は、特別養護老人ホームの入所要件を要介護３に重点化をし、要介護１、２の人を特

別養護老人ホームの入所の対象外のまま予算化をされていること。 

  第４に、本年８月から加入者割から総報酬割を導入して、第２号被保険者の介護納付金の

国庫補助を削減することを受けた予算であること。 

  第５に、高額介護サービスも本年８月から引き上げ、一般区分の月額7,200円引き上げて

４万4,000円にするなどの影響をはらんだ予算であることであります。 

  以上、反対討論になります。 

○委員長（山本今朝雄君） 次に、本案に対する賛成者の発言を許します。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） これで討論を終わります。 

  これより本案に対して採決を行います。 

  本案は起立により採決します。 

  本案に賛成の方はご起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  起立多数です。 

  したがって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第32号 平成29年度甲斐市介護サービス特別会計予算を議題とします。 
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  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 引き続き説明させていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

  議案第32号 平成29年度甲斐市介護サービス特別会計予算について説明をさせていただ

きます。 

  議案の111ページをお願いいたします。予算説明書は249ページから264ページとなります

が、まず歳入の説明をさせていただきます。予算説明書の254ページ、255ページをお願い

いたします。 

  甲斐市では、地域包括支援センターを直営で運営し、介護予防支援事業所の指定を受けて

おります。このため、介護保険特別会計とは別の介護サービス特別会計を設置し、要支援１

と要支援２の方々のケアプランの作成業務等を行っております。 

  まず、第１款サービス収入、１項予防給付費収入、１目予防給付費収入、１節居宅支援サ

ービス計画収入953万3,000円は、介護保険の要支援１、要支援２の方々のケアプラン作成

業務に係る国保連からの収入でございます。前年度と比較しますと、807万円の減額となっ

ております。これは先ほど別の特別会計のところでも説明いたしましたけれども、平成28

年度から新しい総合事業がスタートしたことに伴いまして、要支援１、要支援の２の介護認

定を受けなくても、チェックリストの結果によりまして、新しい総合事業のサービスが受け

られること、また介護予防訪問介護と介護予防通所介護が介護保険特別会計の保険給付費か

ら地域支援事業に移行したことによりまして、介護サービス特別会計としての取り扱い件数

が少なくなるためでございます。内訳につきましては、新規申請者の初回の介護報酬単価、

これは１件当たり7,300円になりますが、こちらが96件で、前年度と比較しまして24件の減、

また、２回目以降の更新者の介護報酬単価、こちらは１件当たり4,300円になりますが、こ

ちらが2,054件で、前年度と比較しまして1,736件の減、合計しますと2,150件で、前年度と

比較しまして1,860件の減となる見込みでございます。 

  なお、平成28年度３月補正予算におきましても、１節居宅支援サービス計画収入につき

ましては、減額のお願いをしているところでございます。 

  次に、２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節職員給与費等繰入金
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105万2,000円につきましては、業務に係る職員の報酬等の一般会計からの繰入金で、一般

職非常勤職員１名の人件費の一部でございます。 

  ３款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金1,000円は、存置でございます。 

  ４款諸収入、１項預金利子、１目預金利子、１節預金利子1,000円及び２項の雑入、１目

雑入、１節雑入1,000円は、存置でございます。 

  以上、歳入合計1,058万8,000円で、前年度当初1,844万1,000円と比較しますと785万

3,000円の減となります。 

  次に、歳出を説明させていただきます。 

  予算説明書は256ページからとなりますが、内容につきましては予算参考資料ナンバー５

で説明をさせていただきます。予算参考資料の24ページ、25ページをお願いいたします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費393万4,000円の内訳は、ナンバー02総務

管理関係嘱託非常勤職員等として、業務に係る一般職非常勤職員１名の人件費380万5,000

円、それからナンバー03事務所費として事務消耗品等12万9,000円となります。 

  なお、１目一般管理費393万4,000円は、前年度と比較しますと710万7,000円の減となり

ますが、歳入でご説明しましたとおり、居宅支援サービス計画収入が減額となることから、

これを充てておりました正職員１名分の人件費を減し、一般会計へ計上したためでございま

す。財源内訳のその他の393万4,000円は、一般会計からの職員給与費等繰入金105万2,000

円と居宅支援サービス計画費収入288万2,000円となります。 

  ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、ナンバー01居宅介護

支援事業665万2,000円は、要介護認定者のうち要支援１、要支援２の方々のケアプランに

ついて、作成総件数2,150件のうち、その一部を居宅介護支援事業所に作成委託するための

委託料でございます。内訳は、初回の介護報酬単価7,300円を60件、２回目以降の介護報酬

単価4,300円を1,445件の合計1,505件分を見込んでおります。財源内訳のその他は、居宅支

援サービス計画収入665万円、預金利子等の諸収入2,000円となります。 

  25ページをお願いいたします。 

  ３款諸支出金、１項償還金、１目償還金、ナンバー01償還金1,000円は、存置として計上

しております。 

  ２項繰出金、１目一般会計繰出金、ナンバー01一般会計繰出金1,000円は、一般会計へ繰

り入れるための存置でございます。 

  以上、歳出合計は1,058万8,000円です。 
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  説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） 24ページ、総務費の中で、非常勤職員１名でトータル380万、結構高

額だと思うんですよね。この中身、どうしてこんな380万も出さなきゃいけないのか。言い

方が汚いな。出すべきか、説明願います。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） こちらの職員につきましては、主任ケアマネジャーでござい

ます。こちらは一般職の非常勤職員の条例で定められている金額をこちらのほうに計上して

おります。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） その方は、もう何年も勤続してきているんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 飯沼長寿推進課長。 

○長寿推進課長（飯沼秀司君） 本年で３年目でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（五味武彦君） 結構です。ありがとうございました。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第32号 平成29年度甲斐市介護サービス特別会

計予算について順次、討論、採決を行います。 

  討論ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これより本案について採決をします。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

  午後の再開は１時30分といたします。 

 

休憩 午後 零時１０分 

 

再開 午後 １時３０分 

 

○委員長（山本今朝雄君） 休憩前に引き続きまして会議を再開します。 

  なお、有泉庸一郎委員には、早退の旨の連絡がありましたので、報告します。 

  次に、議案第33号 平成29年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算を議題とし

ます。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） お疲れさまでございます。 

  住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につきましてご説明をさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

  この事業につきましては、地域改善対策としての国の政策による制度でございますが、本

市では昭和55年から始まり、最終貸し付けは平成10年でございました。この制度は既に廃

止されておりますが、現在、貸付者からの償還処理と貸し付けの原資といたしました県への

起債償還という内容になっております。 
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  なお、現在、市に対する償還の対象者は13人となっております。 

  予算説明書は270、271ページをお願いいたします。 

  まず、歳入予算からご説明をいたします。 

  第１款繰入金、第１項一般会計繰入金、それから第２款繰越金、第１項繰越金の1,000円

につきましては、いずれも存置費目として計上したものでございます。 

  次に、第３款諸収入、第１項貸付金元利収入につきましては、貸付金の償還に伴う元利収

入で、第１目の住宅新築資金にかかわるものが72万5,000円、第２目の宅地取得資金にかか

わるものが20万円で、合わせまして92万5,000円でございます。 

  次に、第２項預金利子1,000円につきましては、普通預金の利子でございます。 

  第３項延滞金1,000円につきましても、存置費目として計上したものでございます。 

  続きまして、歳出予算についてご説明を申し上げます。 

  予算説明書は次のページ、272、273ページをお願いいたします。予算参考資料は４番の

12ページをあわせてご参照いただきたいと思います。 

  まず、第１款事務費、第１項事務費、第１目住宅新築資金等貸付事業事務費の１万円につ

きましては、納付書発送等の郵便料でございます。なお、財源内訳のその他は、貸付金元利

収入等でございます。 

  次に、第２款公債費、第１項公債費の第１目元金72万2,000円、第２目の利子19万7,000

円につきましては、いずれも県に対する起債償還の元金と利子分でございます。なお、財源

内訳のその他は、いずれも貸付金元利収入であります。 

  以上、住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につきましての説明とさせていただきます。

よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対して質疑を行います。 

  所管は総務教育常任委員会になります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 確認の意味になりますけれども、これ県の償還は何年までの予定にな
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っていますでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 白神市民活動支援課長。 

○市民活動支援課長（白神忠広君） 平成35年までとなっております。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） これも確認ですけれども、貸し付けた元利を返してもらって、それを

県へ返すんですが、前に聞いたので約１億3,000万円ぐらい予算で滞っているというか、延

滞金があるようですが、今現在13人で約１人、単純平均で1,000万円になりますけれども、

お幾らになるでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 二宮係長。 

○市民生活係長（二宮千栄君） 27年度末の決算のとき13人で１億3,194万1,672円でござい

ます。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） 滞納がたくさんあって、毎年返してもらう部分で県へ返すんですけれ

ども、それも滞ってしまって結局一般会計から補塡をしてお返ししているというのが現状で

すけれども、大変だと思いますけれども、できるだけ返していただけるように督促をして、

市の持ち出しが少なくなるようによろしくお願いします。要望で結構です。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしくお願いします。 

  ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第33号 平成29年度甲斐市住宅新築資金等貸付

事業特別会計予算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 
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  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第38号 平成29年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  小田切環境課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 大変ご苦労さまでございます。 

  それでは、環境課より、合併浄化槽事業特別会計の当初予算について説明をさせていただ

きます。 

  予算説明書につきましては345ページからとなります。予算参考資料につきましてはナン

バー４、生活環境部と記載されているもので、13ページからであります。加えて、予算審

議資料につきましては39ページであります。 

  予算の説明をする前に、改めて事業の概略について説明をさせていただきます。 

  合併浄化槽事業につきましては、国の地域再生交付金の汚水処理施設整備交付金を活用し

まして、平成20年度より取り組んでいる事業でありまして、下水道の計画区域外の地域に

つきまして、河川の水質浄化を目的に合併浄化槽の整備を推進しているところであります。

また、当初は下水道課で所管しておりましたが、23年度より業務見直しにより環境課が所

管しています。 

  対象地域としましては、敷島地区が睦沢、清川、吉沢、牛句の一部、大久保、天狗沢の一

部、双葉地区が米沢、笠石、菖蒲沢、新田の10地区であります。 

  それでは、当初予算の説明をさせていただきます。 

  予算説明書の347ページをごらんください。 

  29年度予算につきましては、歳入歳出2,910万6,000円でありまして、28年度と比較しま

して69万8,000円の増額となっています。増額となった要因につきましては、事業費の増に

よるものであります。 

  347ページについては歳入の総括表であり、款別の予算であります。 

  ２枚めくっていただきまして、350ページ、351ページをお願いします。 

  まず、歳入の内容であります。 

  １款分担金及び負担金、１項分担金、１目合併浄化槽分担金126万2,000円につきまして
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は、工事費の10分の１を使用者に負担していただくものであり、一括または分割分を含め

て17戸分の分担金126万1,000円と過年度分存置で、1,000円で、126万2,000円であります。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目合併浄化槽使用料501万1,000円につきまして

は、20年度から使用しています合併浄化槽の使用料215戸分、501万円を見込んでいます。

また、過年度分につきましては、存置で1,000円であります。 

  続きまして、２款使用料及び手数料、２項手数料、１目手数料２万7,000円につきまして

は、浄化槽を設置したときの宅内排水設備の検査手数料でありまして、１件2,000円で13戸

分２万6,000円を予定しており、加えて督促手数料で1,000円、存置であります。 

  ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目汚水処理施設整備交付金358万3,000円につきま

しては、補助対象事業の３分の１を交付されるものでありまして、設置予定の13基分につ

いて、５人槽、７人槽、10人槽による種別により交付されるものであります。 

  ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金1,322万1,000円につきましては、

全体事業の不足分につきまして一般会計より繰り入れするものであります。 

  ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金1,000円につきましては、28年度からの繰越金であ

ります。 

  ６款諸収入、１項雑入、１目雑入1,000円につきましては、存置で計上したものでありま

す。 

  めくっていただきまして、352ページ、353ページをお願いします。 

  ７款市債、１項市債、１目合併浄化槽事業債600万円につきましては、この事業の財源措

置として、設置費用にかかわる補助対象経費の30分の17の充当率による起債であります。 

  続きまして、歳出について説明をさせていただきます。 

  予算説明書は354ページ、355ページになります。予算参考資料につきましては13ページ

になります。予算参考資料により、歳出を説明させていただきます。 

  それでは、13ページをお願いします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01総務管理費14万円については、水洗

便所改造助成金としまして、１件７万円で２件分を見込むものであります。財源内訳14万

円については、その他としまして一般会計からの繰入金であります。 

  次に、02合併浄化槽分担金徴収費21万9,000円につきましては、分担金を５年一括納付、

１年一括納付の場合の報奨金と郵便料であります。 

  次に、03合併浄化槽使用料徴収費７万5,000円につきましては、封筒の印刷、納付書の発
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送の郵便料、それから口座振替の手数料であります。 

  続きまして、下段に移りまして、２款事業費、１項事業費、１目合併浄化槽事業費であり

ます。 

  まず、01合併浄化槽整備事業1,489万1,000円につきましては、郵便料等、13基分の設計

委託、５人槽５基、７人槽７基、10人槽１基の合計13基における設置工事であります。財

源内訳としましては、設置工事1,163万2,000円のうち、補助対象分1,075万円に対し、３分

の１で358万3,000円が国の補助金であります。市債については、補助対象分1,075万円の30

分の17の充当率で600万円でございます。その他として一般会計繰入金が404万6,000円であ

ります。 

  次に、02合併浄化槽維持管理費1,095万円につきましては、ブロア等の修繕料、法定検査

手数料は、浄化槽法に基づき設置後の水質検査の７条検査、また、定期検査の11条検査の

経費、浄化槽を良好に保つため消毒液の点検や補充・調整といった維持管理のための保守点

検料、浄化槽法により年１回の清掃が義務づけられており、清掃料として新設を含め225戸

であります。財源内訳、その他630万4,000円につきましては繰入金であります。 

  めくっていただきまして、14ページになります。 

  ３款公債費、１項公債費、１目元金、それから２目利子でありますが、20年度より28年

度までに借り入れた市債９本分の償還金であります。元金として160万8,000円、利子とし

ては112万3,000円で、両目とも財源内訳としては、その他ということで繰入金であります。 

  最後になりますが、４款予備費については、昨年度と同様10万円を計上させていただき

ました。 

  以上、合併浄化槽事業特別会計の当初予算の説明をさせていただきました。審議、よろし

くお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。説明が終わりました。 

  これより説明に対しての質疑を行います。 

  ここから所管が厚生環境常任委員会に移ります。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  松井委員。 
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○委員（松井 豊君） 29年度の設置で何基で何戸、それから人口的に何人かわかりますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 小田切環境課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 29年度の設置予定基数については、13戸を予定しているとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

〔「累計を教えてください」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（小田切 聡君） 累計は、20年から制度発足後、全て移譲分を含めて28年度分

まで223基を設置しているところでございます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかにございますか。 

  三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） すみません。合併浄化槽事業費の中で02、ここに法定検査手数料、

通知それと、保守点検両方あるわけですけれども、合併浄化槽に簡単にいえば参画して、途

中で例えば言葉が悪いですけれども、いなくなったということで、保守点検ができないとい

うような対象の案件がございますか、お尋ねします。 

○委員長（山本今朝雄君） 小田切環境課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 現実的に北部のほうに見受けられるんですが、高齢者の方、単

独世帯がございます。そういった方が施設に入所してしまうといった場合には休止という形

になります。一応休止につきましては、今現在の中で６戸休止の状態が続いている状況でご

ざいます。 

  以上でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） 本年度13戸予定をしているということでございますと、逆に言うと

これから何年ぐらいで合併浄化槽を利用していただくという予定でございますか、お尋ねし

ます。 

○委員長（山本今朝雄君） 小田切環境課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 一応今の計画は、平成25年から平成29年までの５年間におお

むね100基を設置するという計画で進んでいるところですが、将来的に実際北部地区はここ

のこういう市街化と比べまして建築確認を出さなくていいところで、建築届でいいというと

ころで、なかなか非常にそこは難しいところでございますが、そうはいってもくみ取りの実
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際浄化槽というか、くみ取り式があるものですから、そういったものは積極的に今後も展開

していただこうかと思っているところでございますが、その長期的な展望というのは、今後

29年、30年後に向けてまた検討を重ねたいと思っています。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） 合併浄化槽に入らなくて、旧双葉のほうの東側のほうに楯無堰とござ

いまして、浄化槽の排水を落とせない楯無堰に流せないという実情があるわけですけれども、

その点に対して市のほうではどんなふうな対策をお考えかお尋ねします。 

○委員長（山本今朝雄君） 小田切環境課長。 

○環境課長（小田切 聡君） 従前より楯無堰につきましては、直接放流はだめということで、

過去より何回か協議をした中で、今間接的に放流のほうはさせていただいている状況でござ

いまして、今後も間接的な放流という形の中でお願いする予定でおります。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかにありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第38号 平成29年度甲斐市合併浄化槽事業特別

会計予算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 
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  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

 

休憩 午後 １時５０分 

 

再開 午後 １時５２分 

 

○委員長（山本今朝雄君） それでは会議を再開します。 

  次に、議案第35号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） お疲れさまです。 

  それでは、地域し尿処理施設特別会計予算について説明をさせていただきます。 

  初めに、事業の概要について説明させていただきます。 

  この会計では、敷島地区にある敷島台団地及び松島団地のコミュニティプラント施設の保

守点検などの維持管理を主に行っております。なお、双葉登美団地は、地元自治会への指定

管理でありまして、市からの指定管理料の支出はありません。 

  施設の概要は、敷島台団地は昭和47年に竣工しまして、処理人槽2,300人槽で、排水基準

のＢＯＤは１リットル当たり20ミリグラム以下、使用戸数331戸であります。松島団地は昭

和56年に竣工しまして、処理人槽1,380人槽で、排水基準のＢＯＤは１リットル当たり20ミ

リグラム以下、使用戸数270戸であります。 

  それでは、予算の説明をいたします。 

  議案集123ページをお願いいたします。 

  議案第35号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計予算でございます。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,917万1,000円と定めるものでございます。 

  最初に、歳入でございます。 

  予算説明書の302、303ページをお願いいたします。 

  １款使用料及び手数料、１項使用料、１目衛生使用料、１節地域し尿処理施設使用料

1,349万7,000円でありますが、内容につきましては、敷島台団地が１世帯１使用月、税込
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み1,620円で331戸、松島団地が１世帯１使用月、税込み2,160円で270戸を見込んだもので

あります。 

  次に、２款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、１節利子及び配当金６万

3,000円で、地域し尿処理施設基金の利子であります。 

  次に、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金510

万9,000円で、下水道課職員１名分の人件費に充当するものであります。 

  次に、４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金50万円を計上しております。 

  次に、５款諸収入、１項預金利子、１目預金利子、１節預金利子1,000円を計上しており

ます。 

  次に、２項雑入、１目雑入、１節雑入につきましても、1,000円を計上しております。 

  続きまして、歳出でございます。 

  予算説明書は304、305ページになりますが、予算参考資料ナンバー８の９ページをお願

いします。 

  １款衛生費、１項地域し尿処理施設費、１目地域し尿処理施設維持費、01地域し尿処理

施設関係職員費、予算額680万7,000円、財源内訳のその他は一般会計繰入金510万9,000円

と預金利子1,000円でありまして、内容は、下水道課職員１名分の人件費であります。 

  02地域し尿処理施設維持費、予算額1,180万1,000円、財源は全額一般財源でありまして、

内容は施設２カ所の電気、水道料金、修繕費、保守点検委託料などでありますが。 

  次に、２款諸支出金、１項基金積立金、１目地域し尿処理施設基金積立金、01地域し尿

処理施設基金積立金、予算額６万3,000円で、財源内訳のその他は基金利子であります。 

  次のページをお願いします。 

  ３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費、予算額50万円を計上してあります。 

  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  ここからは建設経済常任委員会に移ります。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、委員の質疑を終了します。 



－534－ 

  次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 質疑を終了いたします。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第35号 平成29年度甲斐市地域し尿処理施設特

別会計予算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第36号 平成29年度甲斐市農業集落排水事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 引き続き、農業集落排水事業特別会計予算について説明をさせ

ていただきます。 

  初めに、事業の概要について説明させていただきます。 

  この会計では、甲府市の平瀬浄水場北部に位置する吉沢寺平地区の水質保全を目的としま

して、平成６年度に農業集落排水処理施設を建設しまして、現在は施設の維持管理を主に行

っております。 

  施設の概要ですが、施設名を「寺平地区浄化センター」といいまして、平成７年７月に供

用開始し、処理区域面積は３ヘクタールであります。使用戸数は38戸、使用人数が101人で、
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排水基準のＢＯＤは１リットル当たり10ミリグラム以下となっております。 

  それでは、予算の説明をいたします。 

  議案集127ページになりますが、議案第36号 平成29年度甲斐市農業集落排水事業特別会

計予算。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ1,352万円と定めるものでございます。 

  最初に、歳入でございます。 

  予算説明書318、319ページをお願いいたします。 

  １款分担金及び負担金、１項負担金、１目農業集落排水施設維持管理負担金、１節農業集

落排水施設維持管理負担金113万4,000円でありまして、寺平地区浄化センター保守点検委

託料の２分の１を甲府市に負担していただいているものであります。 

  次に、２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節農業集落排水下水道

使用料128万2,000円でありまして、内容につきましては38戸の101人を見込んでおります。

世帯割が１世帯当たり税込みで2,160円、世帯員割が１人当たり税込みで237.6円でありま

す。４人世帯でありますと、１カ月3,110円となります。 

  次に、３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金

1,110万2,000円で、事務費繰入金と公債費繰入金であります。 

  次に、４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金1,000円を計上しております。 

  次に、５款諸収入、１項雑入、１目雑入、１節雑入につきましても、1,000円を計上して

おります。 

  続きまして、歳出でございますが、予算説明書は320、321ページになりますが、予算参

考資料ナンバー８の11ページをお願いします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01農業集落排水施設維持管理事業、予

算額577万5,000円、財源内訳のその他345万9,000円は一般会計繰入金でありまして、内容

の主なものは、浄化センターの電気料、水道料、保守点検委託料などであります。施設の修

繕料が前年度より160万4,000円増額しておりますが、ブロアの取りかえを計上しておりま

す。 

  次に、２款公債費、１項公債費、１目元金、01元金、予算額589万3,000円、財源内訳の

その他589万2,000円は一般会計繰入金でありまして、準公営企業債10件分の元金でありま

す。 

  ２款公債費、１項公債費、２目利子、01利子、予算額175万2,000円、財源内訳のその他
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175万1,000円は一般会計繰入金でありまして、準公営企業債10件分の利子であります。 

  次のページをお願いします。 

  ３款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費、予算額10万円を計上してあります。 

  予算説明書に戻っていただいて、322ページをお願いします。 

  地方債現在高でありますが、29年度中に589万3,000円償還しまして、29年度末の地方債

現在高見込額は3,843万3,000円であります。 

  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 01の処理施設修繕費、ブロアを取りかえという160万円とかあったん

で、これは定期的に何年に１回ということで取りかえているということ。ちょっと内容を教

えてください。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） 農業集落排水施設ですけれども、平成７年から供用開始し

てありまして、使用しているんですが、これまで１回もかえたことがなかったものですから、

点検の中でそろそろ限界に来ているということで計上させていただきました。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 今まで平成７年からこれは供用開始ということで、全然今まで修理が

なかったということですか。定期的にやっているんじゃなくて、今回特別余り調子がよくな

いというか、機械がだめだということで取りかえるということ。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） そのとおりでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、所管以外の質疑を行います。 

  質疑ございますか。 
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  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ償還が終わるのはいつごろですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 小松係長。 

○下水道総務係長（小松利也君） 借り入れ年度が平成４、５、６、７年度とありまして、平

成７年度の分が最終になります。完済は平成37年度を予定しております。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、預金利子のことについて聞きたいんだけれども、これはその

年度によって借り入れの利率というのは、それぞれ違うということ。 

○委員長（山本今朝雄君） 答弁を求めます。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 手元に資料がなくてあれなんですけれども、二十二、三年ごろ

に５％以上のものは借りかえをするということがあったんですけれども、そういう制度には

のっかれなかったので、全部５％以下のものだと把握しております。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかに質疑はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 質疑がなければ終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第36号 平成29年度甲斐市農業集落排水事業特

別会計予算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 
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  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第37号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入一括、歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  まず、歳入について一括で当局の説明を求めます。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 下水道事業特別会計予算について説明させていただきます。 

  初めに、事業の概要について説明させていただきます。 

  本市の下水道事業は、昭和61年に事業認可を受け、平成５年に一部供用開始いたしまし

た。 

  平成28年度末の整備状況ですが、平成28年度整備予定面積が19.21ヘクタールでありまし

て、整備済み面積が1,213.13ヘクタールと見込んでおります。全体計画1,799.7ヘクタール

に対して整備率は、67.4％という状況になる見込みであります。 

  それでは、予算の説明をいたします。 

  議案集131ページになりますが、議案第37号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計予算

でございます。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ23億8,189万3,000円と定めるものでございま

す。 

  最初に、歳入でございます。 

  予算説明書の328、329ページをお願いします。 

  １款分担金及び負担金、１項負担金、１目下水道負担金、１節受益者負担金ですが、

3,975万8,000円であります。この受益者負担ですが、供用開始された土地に対して、１平

方メートル当たり310円を４期５年の20回でお願いするものです。 

  次に、２節の過年度分ですが、現年度、過年度を合わせまして1,100万6,000円の増額で

ありますが、27年度の整備面積が例年より少なかったことによりまして、28年度の賦課が

少なかったことによるものであります。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節下水道使用料５億795万

4,000円であります。２節の過年度分ですが、700万円であります。 

  ２項手数料、１目手数料、１節手数料156万円で、排水設備の確認検査手数料は2,000円

の600件分、排水設備指定店登録の手数料は１万円の36件分を見込んでおります。２節の督
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促手数料は、５万円を見込んでおります。 

  ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道事業費交付金、１節公共下水道費交付金１

億6,250万円。公共下水道費交付金は補助基準額３億円の50％で１億5,000万円、社会資本

整備総合交付金は、マンホールトイレ設置工事に対するものですが、補助基準額2,500万円

の50％で1,250万円であります。 

  ４款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会計繰入金11億6,866

万6,000円、職員給与費、事務費、流域下水道建設改良費、公債費の繰入金であります。 

  ５款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金100万円を計上してあります。 

  ６款諸収入、次のページお願いします。１項延滞金加算金及び過料、１目延滞金、１節延

滞金及び２目過料、１節過料とも1,000円を計上してあります。 

  ２項雑入、１目雑入、２節管渠移設補償料1,000円を計上してあります。３節雑入につき

ましては、2,000円を計上してあります。 

  ７款市債、１項市債、１目下水道事業債、１節流域下水道事業債3,370万円であります。

次に２節公共下水道事業債４億5,880万円であります。 

  344ページをお願いします。 

  地方債現在高の表でありますが、29年度中に４億9,250万円の借り入れを行い、９億

3,133万3,000円償還しまして、29年度末の地方債現在高は140億3,975万8,000円となる見込

みであります。 

  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございます。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  まず、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 参考に教えていただきたいんですけれども、先ほど下水道の普及率に

ついてお話がありました。平成29年度は67.4％と、本市の場合はということでありますが、

全国の普及率、それから県の普及率はどのくらいになっていますか。 
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○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 先ほど整備率ということで話をさせてもらったんですけれども、

公開されているデータは普及率という言い方で人口ベースの統計になります。それですと、

27年度末、28年３月31日現在になりますが、県で64.9％になっております。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） 県ですね。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 全国平均は77.8％であります。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 県よりも甲斐市の場合は普及率が大分アップされていますけれども、

全国平均から見ると大分おくれていると、そういうふうにとっていいんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 冒頭で昭和61年に事業認可を受けということで話をさせても

らったんですが、大都市圏ですとかなり前から整備を進めている。甲府市だともう100％近

いというような95.7％ですので、大都市圏が高いと全体的な数字が上がってしまうという

ことで、市町村レベルは低い状況になることはあるかと思います。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員、よろしいですか。 

○委員（樋泉明広君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに質疑ありますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） 今の普及率ですが、先ほどは整備率で67.4％、面積に対してですが、

人口に対しての普及率は、本市は何％ですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 同じく27年度末、28年３月31日現在になりますが、73.8％で

す。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかにございますか。 

〔発言する者なし〕 
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○委員長（山本今朝雄君） ないようですので、委員の質疑を終了します。 

  次に、歳出について一括で当局の説明を求めます。 

  山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 引き続き、よろしくお願いいたします。 

  下水道事業特別会計の歳出をお願いいたします。 

  予算説明書は332ページから335ページになりますが、予算参考資料ナンバー８の13ペー

ジをお願いします。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、01下水道関係職員費、予算額6,020万

9,000円、財源内訳のその他は一般会計繰入金でありまして、内容は下水道課職員８名分の

人件費であります。 

  03下水道総務事務費、予算額3,656万4,000円、財源内訳の市債1,220万円は、公営企業会

計移行業務委託に充当するものでありまして、その他501万6,000円は一般会計繰入金であ

ります。 

  内容の主なものは、７段目の公営企業会計移行業務委託は、28年度に委託しまして２年

目になりますが、総額3,672万円で、29年度は下水道固定資産評価や台帳整備が主な業務に

なります。 

  その２つ下の水道事業会計負担金、上下水道部長給与費分は、上下水道部長の給与を上水

道課と半分ずつ負担しているものであります。 

  最後の行になりますが、消費税納付金については、前年度分の精算金及び予定納税であり

ます。 

  次のページをお願いします。 

  04受益者負担金徴収費、予算額552万9,000円、財源は全額一般財源でありまして、内容

で主なものは一括納付報奨金であります。受益者負担金は年４回、５年の20回分割であり

ますが、５年分を一括納付すると、19.2％の報奨金を交付しております。 

  05下水道使用料徴収費、予算額4,968万8,000円、財源は全額一般財源でありまして、内

容で主なものは徴収委託経費でありますが、竜王・双葉地区は上水道課へ、敷島地区は甲府

市上下水道局へ委託しております。 

  ２款事業費、１項流域下水道費、１目流域下水道費、01流域下水道建設費、予算額4,234

万4,000円、財源内訳の市債3,370万円は流域下水道事業債、その他の864万4,000円は、一

般会計繰入金であります。釜無川流域関連の４市３町による負担でありまして、算定は山梨
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県になりますが、計画汚水量と計画処理人口によりまして、甲斐市の負担率は27.8975％で

あります。 

  02流域下水道維持管理費、予算額３億7,676万5,000円、こちらも山梨県の算定になりま

すが、計画汚水量に単価63円を乗じ、さらに消費税を加えた額から前年度剰余金を控除し

た額で算定しております。 

  次のページをお願いします。 

  ２款事業費、２項公共下水道費、１目公共下水道費、01公共下水道建設費、予算額５億

5,498万5,000円、財源内訳の国・県支出金１億6,250万円は公共下水道費交付金と社会資本

整備総合交付金、市債の３億6,460万円は公共下水道事業債であります。 

  内容の主なものは、管渠布設工事を17路線、総延長3,910メートルを実施、災害用マンホ

ールトイレの設置工事は、敷島南小学校と双葉西小学校の２カ所であります。そのほか、上

水道の移設補償費ですが、下水道管は既存の上水道管より深く布設するため、工事に支障が

生じることがあります。そのため、竜王・双葉地区は甲斐市水道事業管理者に、敷島地区は

甲府市水道事業管理者に補償料を支払いまして、移設工事をしてもらう移設補償費を計上し

ております。ガス管移設補償費につきましては、竜王新町２区地内における下水道工事に係

る補償費であります。 

  次に、02公共下水道維持管理費、予算額2,951万円、財源内訳のその他32万1,000円は、

一般会計繰入金32万円と管渠移設補償料1,000円であります。内容としましては、市内21カ

所のマンホールポンプの電気料や維持管理の委託料、下水道台帳管理システム保守委託料、

経年劣化の管渠や前年度施工分の管渠にテレビカメラを入れまして調査を行う委託料などで

あります。 

  次のページをお願いします。 

  ３款公債費、１項公債費、１目元金、01元金、予算額９億3,133万3,000円、財源内訳の

市債8,200万円は公共下水道事業債、その他８億4,203万9,000円は一般会計繰入金でありま

す。内容は、下水道事業債の償還元金であります。 

  ３款公債費、１項公債費、２目利子、01利子、予算額２億9,396万6,000円、財源内訳の

その他２億5,243万8,000円は一般会計繰入金であります。下水道事業債の償還利子と一時

借入金の利子であります。 

  最後に、４款予備費、１項予備費、１目予備費、01予備費、予算額100万円を計上してあ

ります。 
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  以上であります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） ２つあるんですが、まず13ページですか、上から２つ目、公共下水

道事業審議会委員報酬とありますね。前にどなたか説明してもらったんでしょうけれども、

どういうメンバーで年にどういう集まりがあって、どういうことを決定するか、この辺をち

ょっと教えていただけますか。金額的に７万3,000円というのは、そんなに何回もやってい

ないのかなということもありまして、ちょっとお聞かせいただければ。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 委員さんにつきましては12名、識見を有する者が６名、受益

者の代表が２名、各種団体の代表が４名の12名で構成しております。予算の７万3,000円に

つきましては、会長が6,500円の２回、委員が6,000円の２回ということで計上しておりま

す。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 年に２回ということなんでしょうけれども、ちょっと話し合われた内

容を教えていただけますか。どんなことを決定されているのか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 下水道事業審議会条例の中で定めておりまして、下水道使用料

に関すること、受益者負担金に関すること、融資制度に関すること、その他必要事項という

４項目で定めております。本年度、28年度においては１回も、案件がなかったので開催し

ていません。27年度において社会資本整備交付金の関係で１回開催をしております。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 大体毎年発生ベースというか、そういった形で必要があれば開くとい

うふうな形なんですか。 
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○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 申しわけありません。社会資本整備交付金のほうは、都市計画

審議会に諮ったものでありまして、融資制度、融資あっせん要綱を改正しましたので、それ

を諮った案件であります。申しわけありませんでした。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 別件でいいですか。 

  今度は15ページですか、上から３つ目、災害用マンホールトイレと、前の議会でマンホ

ールトイレと敷島と双葉にそれぞれ２カ所つけるという話を聞きました。ところが、竜王に

余りまだ行っていない。敷島と双葉分が結構厚くて竜王にほうが何か少ないような気がする

んですが、今回設置した後でどんな分布になるのか、ちょっと教えてもらえますか。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） 災害用のマンホールトイレですけれども、29年度に双葉

西小学校と敷島南小学校を予定しているんですが、一応その次の年、30年度には玉幡中学

を予定しています。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ということは、順次大体平均していくような形で予定されているとい

うことでいいんでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） そのとおりでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） それから、これはまだ予算ですから、執行されていないわけですけれ

ども、大体予定というか、もちろん予算が決まってからいつごろかということになるんです

が、予定というのはあらかじめわかるものですか、設置の工事ですね。マンホールトイレ。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） 実施の時期ですけれども、いずれにしても学校に設置しま

すので、休みの期間がいいと思いますので、夏休み等利用しながらやっていきたいなと思い

ます。 

○委員（五味武彦君） 以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに質疑ありませんか。 
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  斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 毎回聞いて申しわけないんだけれども、15ページの公共下水道建設

費の件でお伺いします。 

  今年度17路線3,910メーターの予算、昨年も3,600メーターという予算を組んであったよ

うに、その前の27年度は決算数字で2,080メーターというふうになっているんだけれども、

28年度予算の3,600メーターは、消化はどのくらいできているんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） 28年度につきましては3,100メーターとなっております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 残しが500メーターぐらいあったとして3,900メーター、足して3,900

メーターだろうと思うんだけれども、そうすると整備率は何％ぐらいまで延びるんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 67.4％という話をさせてもらったんですけれども、おおむね

29年度については20ヘクタールほどを見込んでおります。28年度末が1,213.13ヘクタール

ですので、413に20ヘクタールを足しまして、それを1.799.7で割りますと68.5％ほどにな

ると見込んでいます。 

○委員長（山本今朝雄君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） そうすると、一生懸命頑張って１年に１％ぐらいしかいかないという

ことだね。計算上そうなりますね。 

  一般質問でも言ったけれども、やはり長期計画だから、長期計画は長期計画どおりやりた

いのはわかるんだけれども、県の道路が来ないかもしれないのに、そこに本管布設みたいな

話を相も変わらずずっとやらないで、何か対策を考えるべきと思うんだけれども、それでな

いとさっき合併浄化槽の話もあったけれども、合併浄化槽に入れかえました、本管が来まし

た、接続しませんになっちゃうわけだから、その辺はどんなふうに考えられますか。予算が

ないからちょうどいいやというんじゃ困るんだけれども。 

○委員長（山本今朝雄君） 山田下水道課長。 

○下水道課長（山田 洋君） 斉藤委員の言われている場所はおおむね想像がついているんで

すけれども、今そこの場所というのは認可がとれていない状況であります。32年度までの

認可がとってありますので、33年度以降の認可のときに下からちょっとずつでもふえてい
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けるように、延ばしていけるようには考えていきたいかなと思っております。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） 斉藤委員。 

○委員（斉藤芳夫君） 私ごとというわけじゃないけれども、地域で今30年度までに集会場

の移転がもうほとんど決まっているんですよ。それで実施設計に入っているという状態なの

に、そこのすぐそばに道路が来て本管が入ることになっているのに、余分な浄化槽を入れな

きゃならんという現実になっているんです。だから、そこら辺は市民活動支援課、下水道が

隣近所みたいなそんなんだから、何か少し話し合ってもらってうまいぐあいにやってほしい

と思う。ほとんど使わなくても床面積次第によっては、16人槽かなぐらいが要り用になる

とすぐ金額が工事費でも結構な金額になっていく。それと目の前を道路が横切って、すぐそ

こに本管がある予定なのに、今ないからつなげないというようなやはり後々無駄ということ

に非常になっちゃうんで、何かいい策を考えてもらいたいんだけれども、要望します。 

○委員長（山本今朝雄君） 要望でいいですか。よろしくお願いします。 

  ほかに質疑ありますか。 

  米山委員。 

○委員（米山 昇君） この予算に反映されているかどうかわからんですが、いわゆる排水設

備、供用開始区域の中だけれども、接続していない未接続の世帯どのくらい、何％ぐらいあ

るでしょうか。 

○委員長（山本今朝雄君） 芳賀係長。 

○下水道施設係長（芳賀康貴君） 今現在ですけれども、未接続の世帯というのは3,700戸ほ

どありまして、その世帯の方々にはことしから通知を出して接続を促しているところであり

ます。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 米山委員。 

○委員（米山 昇君） せっかく使える莫大なお金を投じて整備をしても、これ接続しなけれ

ばそのまま河川へ流していると、当然浄化槽はあると思いますけれども、そういうことでは

河川も汚濁になったり、それから使用料が入らないわけですよね。やはり何とかしてこれを

少しでも減らして接続をふやさないと、下水道会計のほうも収入が確保できないということ

もありますので、予算計上されているかどうかわかりませんけれども、そういうものに少し

お金をかけてでも、接続については努力していただきたいと思いますので、これ要望で結構
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ですが、頑張っていただきたいと思います。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしくお願いします。 

  ほか質疑ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、質疑を終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第37号 平成29年度甲斐市下水道事業特別会計

予算について順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  ここで暫時休憩し、職員の入れかえを行います。 

  ２時50分に再開します。 

 

休憩 午後 ２時３７分 

 

再開 午後 ２時５０分 

 

○委員長（山本今朝雄君） それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

  次に、議案第34号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会計予算を議題とします。 

  なお、説明及び質疑は、歳入歳出一括で行いたいと思います。 

  それでは、審査に入ります。 

  歳入歳出一括で当局の説明を求めます。 
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  小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） お疲れさまです。では、簡単にいきたいと思いますんで、よろ

しくお願いいたします。 

  それでは、議案集の127ページをお願いいたします。 

  議案第34号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  説明の前に、事業の概要でございます。甲斐市北部の睦沢・清川・吉沢地区の548世帯、

約1,200人に対して給水を行うものでございまして、去年から比べて新規の加入がございま

せんので、増減はありませんが、内々の人口減はあると思います。 

  説明に入ります。議案集の119ページをお願いいたします。 

  平成29年度の簡易水道事業特別会計予算につきましては、歳入歳出予算総額はそれぞれ

１億2,145万円と定めております。 

  それでは、予算説明書のほうです。277ページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書であります。 

  初めに、歳入及び歳出の当初予算額は9,317万6,000円となっており、前年度に比べ2,827

万4,000円の減となっております。 

  それでは、280、281ページをお願いいたします。 

  歳入となります。 

  １款分担金及び負担金、１項負担金、１目簡易水道負担金1,099万4,000円で、前年度よ

り190万8,000円の増となっております。これは、新長潭橋添架設計業務委託に伴う負担金

増が主な要因でございます。加入金は、前年度と同様13ミリ、２件を見込んだものでござ

います。工事負担金は、先ほどの新長潭橋添架設計業務委託に伴う負担金を甲府市から、ま

た市道下芦沢線道路改良工事に伴います配水管布設がえ工事に対する一般会計からの負担金

でございます。 

  ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目簡易水道使用料は1,700万円で、近年給水量が

減少傾向にありますので、前年度と比較して50万円の減額を見込んでおるものでございま

す。 

  次の２項手数料は、前年度同額の７万4,000円で、新規加入に伴う設計審査及び完成検査

の手数料を見込んだものでございます。 

  ５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金は6,250万6,000円で、前年度よ

り2,588万2,000円の減となっております。これは、昨年度、新長潭橋工事に伴う配水管布
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設工事を予定したところでございますが、県の都合により平成30年度以降と延期になった

ことにより、建設改良繰入金が減額となったものでございます。 

  ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金は、前年度と同額の50万円でございます。 

  ７款諸収入、１項預金利子、１目預金利子と、次の２項雑入、１目雑入は、ともに前年度

同額の1,000円で、存置でございます。 

  ８款市債、１項市債、１目簡易水道事業債210万円は、前年度より380万円減となってお

ります。こちら公営企業法移行に伴う事務経費に充てる市債でございます。 

  続きまして、歳出の説明を申し上げます。 

  予算参考資料ナンバー８の１ページをお願いいたします。 

  当初予算事業別一覧表をごらんください。 

  まず、一般会計の歳出となります。 

  ４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費、16簡易水道事業特別会計繰出金は

一般会計から特別会計へ6,250万6,000円を支出するものでございます。17の小規模水道維

持事業は、先日ご説明したとおりでございます。 

  以下が簡易水道事業特別会計の歳出となります。 

  １款事業費、１項事業費、１目一般管理費の01一般管理関係職員費665万9,000円でござ

いますが、財源のその他は一般会計からの職員給与費繰入金で、担当職員１年分の人件費で

あります。 

  02一般管理費3,757万3,000円につきましては、財源は市債210万円、その他は一般会計の

繰入金のほか、工事負担金で1,847万1,000円、一般財源は料金収入と預金利子等で1,700万

2,000円となっております。一般管理費は、浄水場や水源、配水池などの施設や設備の運転

と維持管理に係る経費でございます。29年度は、特に公営企業法移行に伴うものとして、

条例整備業務委託、新長潭橋添架設計業務委託がございます。 

  以上により、一般管理費は前年度より2,934万7,000円少ない4,423万2,000円となってお

ります。 

  減額の理由としましては、昨年度実施に至りませんでしたが、新長潭橋工事に伴う配水管

布設工事がありましたが、本年度はその工事の実施がないことによるものでございます。 

  ２ページをお願いいたします。 

  ２款公債費、１項公債費、１目元金であります。予算額は3,733万7,000円、財源は全て

一般会計の公債費繰入金であり、簡易水道事業債５件及び公営企業会計適用債１件分の元金
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償還金であります。 

  続いて、２目利子でございますが、予算額は1,110万7,000円、こちらも財源は一般会計

からの繰入金で、元金と同じ６件分の利子償還額でございます。事業債の償還は29年度よ

り公営企業会計適用債１件がふえているものでございます。 

  最後に、４款予備費、１項予備費、１目予備費は、前年度と同じ50万円を予定して、財

源は一般財源であります。 

  以上により、歳出の合計は9,317万6,000円となるものでございます。 

  予算説明書にお戻りいただきまして、288、289ページは職員給与費でございますので、

後ほど確認をお願いいたします。 

  295ページをお願いいたします。 

  地方債の各年度末における現在高並びに見込みに関する調書でございます。 

  平成28年度末の現在高見込額は３億4,817万1,000円、平成29年度中の起債見込額210万円、

元金償還見込額3,733万7,000円を差し引き、平成29年度末現在高見込額は３億1,293万

4,000円を予定しているものでございます。 

  なお、別冊の予算審議資料の35ページには、予算の一覧表と構成図が掲げてありますの

で、こちらのほうも後ほど見ていただきたいと思います。 

  以上であります。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） １点、確認です。 

  歳出のほうですけれども、１ページの02一般管理費の中に委託業務が３つある中の水質

検査業務事業委託料、毎年のことなんですけれども、28年中で例年と同じかどうか、内容

についてご説明願いたい。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） こちらのほうは、法定で決められたものでございますので、例

年どおりの費用でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 藤原委員。 
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○委員（藤原正夫君） 例年どおりですけれども、できればこの内容をご説明願いたい。法定

はわかっていますけれども。 

○委員長（山本今朝雄君） 土屋係長。 

○給水係長（土屋史朗君） 内容ですけれども、全項目の検査が51項目です。あと毎月の検

査が９項目、あと年４回の検査があります。 

  以上であります。 

○委員（藤原正夫君） わかりました。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

○委員（藤原正夫君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに質疑ございますか。 

  赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 歳入でちょっとお聞きしたいんですけれども、使用料ということで前

年度よりは50万減額になっているんですけれども、これ基本的にやはりある程度、上三区

のほうの空き家がふえているとか、そういう戸数が減っていると。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 戸数のほうは今開栓状況でいいますと、28年度中、９戸ほど

閉栓ということで減っています。あとは閉栓にはなっていないんですが、下のほうの息子さ

んというか、子供のところへ行って管理的に水道を使っているというお宅が結構多くて、基

本料金で済んでいるようなお宅がふえつつあるということで、実質、本年度28年度のほう

も1,750万を予定していたんですが、1,700いくかいかないかというような今見込みのとこ

ろでございますので、一応そういう見込みも含めまして50万円減額させていただいたとこ

ろでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） 確認で、１戸予定していたのが、それが入らなくて今50万、１件じ

ゃなくて、全体、ちょっと悪い。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） １戸ということじゃなくて、全体の３地区合わせて全部の使用

料が1,750万円を予定していたんですが、基本料金で済んでいるうちとかそういうのがふえ

ましたので、1,700万円を切ってしまうそうだという見込みでございますので、当初予算は

それを反映させていただいものでございます。 
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○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） もう１件、確認だけれども、清川ある一部分の部落がこれはまだ簡易

水道を使用していない部落があると思うんですけれども、それはもうここ何年もそうだと思

うけれども、現状変わらずそのままになっていると。ちょっと確認だけ。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 上福沢だと思いますけれども、そちらのほうはまだ使っていな

いと。この前ちょっとお話ししましたが、小規模水道の関係がそちらございまして、うちの

検査のほうは29年度終わりだよと。30年から自前でやってもらうよと、こういう機会です

からどうですかというお話はさせてもらっているんですが、個々の費用もあるみたいですの

で、一応そういうお話はさせてもらっていますが、今現在簡易水道の切りかえになっていな

いところでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） いろいろな事情もわからなくはないんだけれども、いろいろないきさ

つがあったことも僕ら承知しているけれども、だんだんほかのところの水道料が減ってきて

いるということになると、せっかくこういった事業をしているんで、できるだけそういう部

落にもよく説明をして、この事業に協力というんじゃないけれども、簡易水道事業に入って

いただくような形を、さっき課長も苦労しているようだけれども、ぜひ今後も鋭意努力をし

ていただきたいと思いますので、お願いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 要望ですか。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしくお願いします。 

  ほかに質疑ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、所管以外の委員の質問を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第34号 平成29年度甲斐市簡易水道事業特別会

計予算について順次、討論、採決を行います。 
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  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては、委員長にご一任願います。 

  次に、議案第39号 平成29年度甲斐市水道事業会計予算を議題とします。 

  なお、審議は予算実施計画及び資金計画等により行います。 

  それでは、審査に入ります。 

  予算実施計画及び資金計画等について当局の説明を求めます。 

  小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） それでは、最後になります。水道事業会計をお願いいたします。 

  議案集141ページ、議案第39号 平成29年度甲斐市水道事業会計予算についてご説明申し

上げます。 

  第２条、業務の予定量は、平成29年度における水道事業の基本的な目的を示したもので

ございます。 

  （１）使用給水栓数は、前年度より750栓減の２万3,000栓。 

  （２）年間総給水量は、前年度より８万7,000立方多い582万4,000立方。 

  （３）１日平均給水量も239立方多い１万5,956立方を予定しております。給水量は、近

年減少傾向にありますが、昨年度想定した減少幅が比較的緩やかだったため、本年度、29

年度は上方修正とさせていただきました。 

  （４）の建設改良事業のうち、イの配水管整備事業は、前年度より5,665万8,000円少な

い２億5,222万4,000円。 

  ロの施設整備事業につきましても7,499万3,000円少ない7,554万5,000円を予定しており

ます。 

  減額の要因としましては、竜王地区の配水時の補修事業及び県道甲府韮崎線改良工事に伴
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う配水管布設工事が完了したことによるものでございます。 

  第３条の収益的収入及び支出、次の第４条資本的収入、支出につきましては、後ほど別冊

の28年度水道事業会計予算説明書及び参考資料により説明させていただきます。 

  次に、142ページ、第５条の債務負担行為につきましては、料金収入等の業務と施設運転

管理等の業務についてでそれぞれ５年の委託期間と限度額を定めたものであります。料金収

入業務委託は平成29年度末で切りかえとなり、30年度からの業務委託を平成29年度末まで

に契約しなきゃなりませんので、二段書きということになっております。 

  第６条の一時借入金は、一時的な資金不足を補うため、借入金の限度額について、今年度

同様の１億円とするものでございます。 

  第７条では、水道事業費用の予算に過不足が生じた場合に、第１款の第１項から第３項の

間で流用できると定めており、第８条では職員給与費の流用については議会の議決が必要と

定めております。 

  第９条では、他会計からの補助金として、一般会計から受ける児童手当の額について定め

ております。 

  第10条の棚卸資産購入費限度額は、量水器や利用原水などの購入限度額を定めたもので

ございます。 

  それでは、別冊の平成29年度水道事業会計予算説明書をお願いいたします。こちらにな

ります。よろしいでしょうか。 

  それでは、１ページから３ページが29年度の予算実施計画となります。主なものについ

て説明いたします。 

  まず、収益的収入及び支出でありますが、収益的収支とは、水道料金を主な収入源として、

上水の製造や配水施設、設備の維持管理に必要な経費を中心とした営業活動に伴う収支でご

ざいます。水道事業収益の総額は、前年度より313万円多い８億2,401万1,000円を予定して

おります。増額の要因は多々ありますが、給水量の減少傾向が想定より緩やかになったため、

昨年度より給水予定量を増加させたことにより、１項の営業収益、１目給水収益が増加した

ことが要因でございます。 

  ２ページが支出となります。 

  水道事業費用の総額は、前年度より4,774万9,000円少ない７億4,021万5,000円を予定し

ております。 

  支出の内容につきましては、別冊のナンバー８、予算参考資料の３ページをお願いいたし
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ます。 

  １款水道事業費用、１項営業費用の内訳であります。01原水及び浄水費は昨年並みの１

億6,521万4,000円を予定し、財源は全て一般財源であります。 

  事業の概要でありますが、水道施設運転管理等業務は上水道の水源、配水池合わせて41

施設の運転管理を委託する経費であります。 

  塩川ダム受水費は、峡北地域広域水道企業団からの受水費でございまして、日量950立方、

年間で約34万7,000立方分の水道料金となります。 

  次に、02配水及び給水費は9,300万5,000円を予定し、財源のその他の769万1,000円は、

一般会計からの消火栓の維持修繕費用負担金、簡易水道事業特会からの事務所経費負担金、

下水道特会からの工事に伴う事務費の負担金で残り8,531万4,000円が一般財源でございま

す。 

  事業の概要でありますが、職員人件費は、施設工務係と給水係の６人分であります。 

  検満量水器取りかえ関係は、検定期間の８年を迎えるメーター3,600個の取りかえを行う

経費でございます。 

  漏水等不良箇所修繕は、漏水等の緊急時に対応するもので、次の03受託工事費は現時点

で見込みがございませんので、存置という形になっております。 

  ４ページをお願いいたします。 

  04業務及び総係費は、１億2,852万円を予定し、財源のその他の521万6,000円は下水道事

業特別会計と折半による上下水道部長の人件費及び簡易水道特会からの事務所経費負担金で

ございます。一般財源が１億2,330万4,000円となっております。最初の職員人件費は、部

課長と総務係の５人分の給与でございます。 

  収納等業務委託は、料金収納業務のほか、漏水調査、配水管路図の管理業務にかかわる委

託料であります。 

  料金及び会計システム経費関係は、当該システムのリース料、保守料などであります。 

  コンビニ収納費関係は、約２万3,000件のコンビニ収納を予定しており、これに伴う手数

料でございます。 

  適正水道料金検討業務経費は、平成30年度に予定している水道料金の見直しに向けた検

討資料等の作成業務であります。 

  続いて、05減価償却費は３億923万円を予定し、財源は一般財源であり、これは有形固定

資産減価償却費であり、現金を伴うものではございません。 
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  06資産減耗費2,380万3,000円を予定し、財源は一般財源であります。こちらは主に配水

管布設がえ工事等の古い配水管等の除却資産の減耗費でありまして、こちらも同じく現金を

伴うものでございません。 

  07その他営業費用は2,000円を予定し、財源は一般財源であります。材料売却と雑支出に

係る存置でございます。 

  以上により、１項の営業費用は、前年度より5,504万7,000円少ない７億1,977万6,000円

を予定しております。 

  ５ページをお願いいたします。 

  ２項営業外費用であります。 

  01支払利息は532万6,000円を予定し、財源は一般財源であります。財務省の財政融資資

金９件と公営企業金融公庫３件、計12件の企業債の利息であります。なお、昨年度より財

政融資資金が３件少なくなっております。 

  02災害対策費は、42万1,000円を予定し、財源は一般財源であります。主に事故や災害時

に使用するウォータータンク等の出庫に伴う経費であります。 

  03雑支出の1,000円は、存置でございます。 

  05消費税は1,047万4,000円を予定し、財源は一般財源で、料金収入等の消費税を納入す

るものでございます。 

  以上により、２項の営業外費用は、前年度より721万円多い1,622万2,000円を予定してお

ります。増減の理由といたしましては、消費税額がふえたことによるものでございます。 

  続いて、３項特別損失です。 

  04過年度損益修正損は21万6,000円を予定し、財源は一般財源でございます。こちらは過

年度分の還付金などに適用するものでございます。 

  05その他特別損失1,000円は、存置でございます。 

  以上により、３項の特別損失の合計は、21万7,000円を予定しております。 

  続いて、４項予備費であります。 

  予備費は、前年度と同額の400万円を予定し、財源は全て一般財源であります。 

  では、予算説明書にお戻りいただきまして、３ページの資本的収入及び支出でございます。

こちらになります。 

  資本的収支とは、基幹管路の耐震化、配水管の布設がえ、老朽化等に伴う水道施設や設備

の整備や更新などの投資的な経費を中心とした収支であります。 
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  資本的収入の総額は、前年度より431万円増の5,500万3,000円を予定しております。増額

の主な要因は、３項１目他会計負担金2,649万1,000円で、前年度より595万1,000円増額に

なったことによるものです。これは下水道工事に伴う配水管布設がえが前年度よりふえたこ

とが主な理由でございます。 

  ８項加入金は2,851万2,000円を予定しており、265戸の新規加入を見込んでおり、前年よ

り164万1,000円の減額となっております。 

  続いて、下段の支出でございます。資本的支出の総額は、前年度より約１億5,270万

7,000円少ない３億8,051万8,000円を予定しております。減額の要因としましては、１項の

建設改良費のうち、１目建設工事費及び２目改良工事費で行ってきました県道甲府韮崎線改

良工事に伴う配水管布設がえ工事及び両地区の配水池の補修が完了したことによるものでご

ざいます。４目の固定資産購入費で行う配水ポンプの更新工事の件数が昨年より減ったこと、

また２項の企業債償還金が昨年度３件完済したことにより９件となって減ったことが要因で

ございます。 

  したがいまして、収入の5,000万3,000円から支出の３億8,051万8,000円を差し引いた不

足額は３億2,551万5,000円となりますが、この不足額につきましては損益勘定留保資金及

び建設改良積立金で補塡するものであります。 

  支出の内容につきましては、再び予算参考資料の６ページをお願いいたします。 

  １項建設改良費であります。 

  01建設工事費は409万円を予定し、財源その他は一般会計からの消火栓設置工事に係る負

担金が80万7,000円、残りが一般財源で328万3,000円となっております。事業の概要につき

ましては、玉川万才支線配水管布設工事及び消火栓設置工事１基を予定しております。材料

支給につきましては、給水申請対して給水管から配水管への造型に伴う管路費用の差額を支

給するものでございます。 

  02改良工事費は２億4,813万5,000円を予定し、財源のその他は下水道工事に伴う負担金

で2,568万4,000円、一般財源が２億2,245万1,000円であります。内容は、基幹管路の耐震

化工事が冷間配水区１カ所、配水管布設がえ工事が富竹新田、下今井、竜地、菖蒲沢地区の

４カ所、下水道工事に伴う配水管布設がえ工事が９カ所であります。 

  03量水器費は102万5,000円を予定し、財源は全て一般財源であります。量水器272個の新

規出庫を予定しております。 

  04固定資産購入費は7,452万円を予定し、財源は一般財源であります。 
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  まず、万才配水場配水ポンプ、下今井水源取水ポンプの更新工事等は、設置より耐用年数

が経過したポンプを更新するものでございます。 

  配水池分水栓設置工事は、笠石配水池に災害時等の非常用の取り出し口として分水栓を設

置するものでございます。 

  以上により、１項の建設改良費の合計は、昨年度より１億3,165万円少ない３億2,777万

円を予定しております。 

  ７ページをお願いいたします。 

  ２項企業債償還金は5,274万9,000円を予定し、財源は全て一般財源であります。財政融

資資金と公営企業金融公庫、計12件分の元金償還金であります。先ほど申し上げましたが、

28年度において財政融資資金３件を完済したところでございます。 

  それでは、予算説明書に戻っていただきまして、４ページからのキャッシュフローは後ほ

ど見ていただくということでお願いします。 

  ５ページからの職員給与の明細につきましても、こちらは確認を後でお願いいたしたいと

思います。 

  それでは12ページになります。 

  債務負担行為に関する調書でございます。こちらは料金収納等業務委託、水道施設運転管

理等業務委託を示すものでございます。各５年間でその金額をお示しさせていただいたもの

でございます。こちらについては先ほど説明したとおり、料金収入等業務委託が29年度末

で終了となるため、30年度からの業務委託を新たに契約するため、三段書きとなっており

ます。 

  あと、13ページからの貸借対照表、15ページの損益計算表は見ておいていただきたいと

思います。 

  また、参考資料といたしまして、21ページに水道事業会計予算の構成図等が載っており

ますので、ご確認をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） ありがとうございました。 

  説明が終わりました。これより説明に対しての質疑を行います。 

  先に、所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  赤澤委員。 
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○委員（赤澤 厚君） ちょっと聞きたいんで、ペットボトルの「龍王源水」、あれは収入と

かあれはどこに入っているの。 

○委員長（山本今朝雄君） 二宮係長。 

○上水道総務係長（二宮 仁君） 予算参考資料でいきますと、入ですと、水道事業会計予算

説明書の１ページ、収益的収入及び支出の中の収入、その中の第２項営業外収益、第４目の

雑収益、この中に「龍王源水」３万6,000本販売予定の金額が入っております。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ３万4,000本と、一応見込みということだよね、当初。台湾へ２年ぐ

らい前か営業に行って、何か向こうのほうへ水をという話があって、その件の話は進んでい

るんですか。台湾のほうへ今現実的に向こうへ送って販売をする、29年度予定はどういう

予定だったか、ちょっと教えてください。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 「龍王源水」の台湾への販売ということですが、今仲介の輸出

を担当する業者さんと話をさせてもらって、源水をつくると１本当たりの単価が今ですと大

体60円ぐらいかかるんです。新しくラベルをつくり直すとそのぐらいになりますが、最初

ラベルとつくってあと２回目からすると大体50円、10円ぐらい安くなるという形の中で、

その辺の費用を業者さんと話をして、うちのほうで赤字でちょっと出すわけにいきませんの

で、製造原価ぎりぎり、赤字にならない程度の金額を提示させていただいて、これでどうで

すかという形の中で話をさせてもらっています。その輸出業者さんが今度は台湾のほうへ行

って今度小売のほうの業者さんとその単価で販売価格が出せるかどうかという形で検討する

という形の中で、去年末ですかぐらいに話をして、今その回答待ちになっています。 

  今のところ新しいラベルをつくると、お金が10円余分にかかってしまうんで、向こうの

ほうが今の日本で売っている源水によって、表示部分にシールを張って、試しに少し何千本

ぐらいは持っていきたいということで話が来ていますが、その辺がまだ決定になっていない

という形の中で、うちとしてはできる範囲の単価、価格をご提示させていただいて、今調整

に入っていると。その単価でももしどうにもだめということであれば、今度水道事業でなく

て一般会計のほうで、１回原価ぐらいで買い上げていただいてＰＲ費という形の中で、少し

安くお渡しをできるのかなというところも話をさせてもらっているんですが、なかなかそっ

ちのほうも予算がかかるものですから、難しいところありますが、一応そういう形の上で単
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価等を示して、輸出業者とお話をさせてもらっている状況でございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） なかなか思うように進まないということだよね。基本的に最初の意見

は、台湾へ水を売って、「龍王源水」を売るなんて結構、うちのほうのトップを中心に二度

ぐらいか台湾へ行っているんですね。それは事業としてやろうということはいいんだけれど

も、今現実的になかなか厳しいと。どう見ても利益も上がらないというのが現状の説明の中

で、水道課で独自でやるなら、ひとつ甲斐市のＰＲという形になればそれは何ぼかいいけれ

ども、水道独自で台湾へ持っていっても、今言ったようにそんなに利益も上がらないし、そ

んなに事業としたらいい事業じゃないということだよね。やろうということを俺らも反対し

たわけじゃないんだけれども、一生懸命やろうということだよね。やった結果、なかなかう

まくいかないということなので、基本的に余りそこへ無理して、利益が上がらないところへ

持っていってやってもどうかなと思うんで、何の事業もそうなんだけれども、行政はある程

度努力は買うんだけれども、やってみてだめなものは撤退すると。早くいえばその事業も撤

退するようなことも考えても、どうしてもやったから何とかしなきゃならんということじゃ

なくて、皆さんも努力しているということも十分評価はするんだけれども、相手があること

なんでなかなか難しいということなのであれば、その辺もよく検討して、何でもかんでも水

を向こうへ売らなきゃならないということではなくて、この事業を進めてもらいたいと、こ

う思いますので、部長どうですか、その辺は。 

○委員長（山本今朝雄君） 斉藤水道部長。 

○上下水道部長（斉藤晴彦君） 先ほど課長のほうが答弁したとおり、台湾については当然収

益的なものもございますので、ちょっと業者のほうと再度打ち合わせをした中で、今後どう

いうふうに持っていくかを決めさせていただくとともに、国内のほう、28年度静岡県で２

市、埼玉県で１市、備蓄用として「龍王源水」のほうを購入していただいておりますので、

当然そういう国内向け、備蓄用として、台湾もそうですけれども、今後もできれば国内向け

のほうに少しちょっと目を向けていきたいかなというふうに考えておりますので、また担当

課の中で協議をさせていただいた中で、今後の方針を決めさせていただければと思います。 

○委員長（山本今朝雄君） 赤澤委員。 

○委員（赤澤 厚君） ぜひそうしていただいて、恐らく姉妹都市が結構うちの水を使っても

らって、国内だけれども、静岡と群馬かな、甲斐市と姉妹都市を結んでいただいているとこ

ろは使っていただけていると聞いているんだけれども、やはり基本的に甲斐市の中へ商工会
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あたり通じて販売するということが一番手っ取り早いと思う、基本的には。結構水を使って

いるんだよね。いろいろなメーカーの水があるけれども、せっかく甲斐市でやっているなら、

台湾でなくて、甲斐市の中で何とか商工会を通じて、そしていろいろなイベントとか何かに

甲斐市の「龍王源水」の水を使ってもらうような形のほうが手っ取り早いと思う、基本的に。

それのほうがいろいろな面でもっと水が事業としたらいいような気がするんだけれども、さ

っき言ったと同じになるんだけれども、それも十分検証していただいて、せっかくペットボ

トルをみんなが苦労していいアイデアで出したから、その水を使ってもらうということを基

本的に考えて、今後も事業を進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（山本今朝雄君） 要望でいいですね。 

○委員（赤澤 厚君） はい。 

○委員長（山本今朝雄君） お願いします。 

  ほかに質疑ありますか。 

  三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） すみません。３ページか、原水及び浄水費の中で塩川ダムの受水費と

いうことで、これが3,683万ですか、基本料金のほうは値下げとかあるいはその辺のお話は

出ているんですか、あるいは要望を出しているか、お尋ねしたいと思いますが。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 塩川ダムの浄水場の単価でございます。28年度までは１立方

当たり100円という形で受水をしておりました。これはうちの水をつくる単価とほぼ同じく

らいの値段でございまして、29年度から峡北水道企業団が努力なさいまして、１立方２円

値下げの98円にするということで、２円の値下げが実現になったところでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） 三浦委員。 

○委員（三浦進吾君） 塩川ダム上流の比志、あの辺で産廃という問題が出て、産廃の汚水が

塩川ダムへ流れ込んでいるという事案もございます。その辺で水質検査とかもちろん調査は

なされておるんでしょうけれども、大変気になるところでございます。その辺に関しては、

何か最近の情報をいただいているかどうかお尋ねします。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 塩川ダムの水についても、水道法で決められたものをうちと同

じように検査していると聞いております。検査結果もうちのほうに報告があるわけでござい

ますが、特段数値的なものが上がったとか、飛び抜けたという話は聞いておりません。塩川
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の浄水場も毒とかその辺でかなり気をつけておりまして、うちの清川の浄水場もメダカを飼

っていましてメダカでやっているという部分がありまして、塩川のほうも同じような魚、た

しかメダカじゃなくてもう少し大きいハヤとかアユとかそういう形のものだと思いますが、

やって生態系の監視装置もつけて、あそこは24時間人がいて監視しておりますので、その

辺は安全で今のところ来ていると承知しているところでございます。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ございますか。今所管です。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、所管の質疑を終わります。 

  次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ４ページの業務及び総係というところで、収納業務委託5,508万とい

う予算が計上してあって、それで債務負担行為に関する調書があって、これがこの中身につ

いて数字がうまく合わないような気がするけれども、間違ってはいないと思うんですけれど

も、その計上してある部分とそれから25年度から28年度までに支出した分、それから今年

度の予算の根拠というか、その辺のところ説明してくれ。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） こっちの４ページの5,508万円、こちらが12ページのほうの債

務負担を見ますと、一番上の段です。29年度の金額の欄と合致するものだと思います。一

応５年計画で年間これだけの金額というか、5,500万掛ける５という形の中でこちらの２億

8,750万になっていると思います。一番下の料金収納業務委託というものは30年度からの新

たなもので、一応予定額として５カ年で３億1,311万4,000円を予定しているという形のも

のでございます。３段目の真ん中のところに３億ありますが、これは当該年度以降５年分と

いう形の中で記載になっております。一番上のは29年度が最終年度でございますので、29

年度１年分という形の表示になっております。よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ３つのあれがあるじゃんね。一番下が限度額、一番上と一番下で関連

性はないよね。一番上のほうで今質問していて、委託が２億8,750万円とそれから減額が

5,588万円、これが支出の予定という表現がしてあって、今これは限度額に関して5,508万

円を掛けると２億8,750万よりちょっと多くなっちゃうんだよね。その辺のところが、聞い
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ているのは年度ごとに支出が違うのか、今まで３回払ったそれぞれの経過が３年置いてどう

なっているか、そこを聞いている。そうすれば中身はわかる。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） すみません。 

  25年度から29年度、一番上の段をやらせていただきました。25年度、一番最初、当初は

5,355万円という形で、今までのその以降のものとは若干安く計画になっています。消費税

がその当時は５％、26年度からは８％になっていますので、その分が上がっている。25年

度が5,355万円、26は5,508万円、26、27、28、29ですね。だから、基本のベースは変わら

ないんですが、消費税３％上がった分だけ26からふえているということで、単純に5,508万

円掛ける５の数字より安くなっている。最初の年度が消費税３％安かったということでござ

います。 

○委員長（山本今朝雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、限度額の設定というか、これは単純に5,508万円を掛け

てやったんだけれども、限度額の設定というのはどこから出てきたんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 限度額というのは、最初24年夏に契約するんですが、そのと

きは消費税額をうたわなくて実施する額という形の中でやっていますので、それを掛ける５

で、５年間でその金額いきますよ。ただし、消費税については別途という格好になっていま

すので、多分24年度末の予算のときには５％ぐらいで予定額というのは設定させてもらっ

て載せていると思いますが、26からは上がるということになりましたので、こういう5,508

万円という数字に書きかえさせていただいていると思います。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  質疑ほかにありませんか。 

  樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 収益的支出の。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員、何ページでしょうか。 

○委員（樋泉明広君） 参考資料の３ページ、水質検査についてでありますが、先ほど簡易水

道のほうで質問があって、何項目か検査されているという答弁がありましたですよね。現在

上水道、こちらのほう竜王・双葉が中心なんですが、水道水の検査については何項目やられ

ているんですか。 
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○委員長（山本今朝雄君） 小宮山係長。 

○施設工務係長（小宮山 厚君） 竜王・双葉地区の水質検査ですけれども、３項目を行う毎

日検査、365日、毎日行うもの。それと９項目検査を行うものが毎月ですね。あと年１回な

んですけれども、51項目の検査を年１回行うという形になっています。これは水道の施行

規則で定められているもので、その法律にのっとってやっているものであります。 

○委員長（山本今朝雄君） 樋泉委員。 

○委員（樋泉明広君） 問題になっています東京の豊洲市場のベンゼンが100倍もの濃度で検

出されたということが連日ニュースで出ていますが、甲斐市はそんなことないと思いますけ

れども、特に私が気にしているのは放射性物質ですね。これについての検査もやられている

んですよね。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 放射線につきましては、県で一括でやっていると。2011年で

すか、東日本の震災のときは半年に１回、それ以降は年１回、うちのほうが原水のサンプル

を業者立ち会いの中でとりまして、県の委託する検査機関において検査をしていただいてお

ります。実際の話だと地下水についてはもうほとんど影響がありません。清川の浄水場が川

の水ということで、最初のときには若干100デシベルが限度のところを10未満という形の中

で出ました。半年過ぎてからは、今度は桁が違うぐらい減りまして0.0幾つというぐらいの

デシベルですかというふうになって今問題ない。一応年１回は必ずそういう検査を、県を通

じて受けておりますので、放射線については安全であるということが言えると思います。 

○委員長（山本今朝雄君） よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

  五味委員。 

○委員（五味武彦君） ５ページです。営業外費用の中の災害対策費42万1,000円のウォータ

ータンク出庫等、これちょっと説明していただけますか。何に使うのかということで。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 名前を出すとちょっと大したものだと思うんですが、要は水を

入れる袋です。６リットル、10リットルがありまして、ビニールの厚手のものという形の

中で、口のところがちょっとなっていまして、注げるような感じで、６リットルの部分につ

いてはランドセルじゃないですけれども、しょえるような形状になっておりまして、それが

うちのほうで漏水事故とかあって、緊急に赤ちゃんがいるお宅とか老人がいるお宅に行って
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そういうのをお渡しして、ちょっとの間、これでお願いしますという形の中で使うものでご

ざいまして、一応年間10個とか20個使う程度のものなんですが、一応予算的には313個ぐら

いを使ってもいいかなというような形の中で予算を立てました。大きな震災があると、とて

もこれじゃ足りないかなと思いますが、一応そういう備品がありますので、そういう形のも

のです。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 使い道はわかったんですけれども、そうすると具体的にはビニールの

袋があって、何かのときにはここの水を使ってつくって、運ぶという考え方でいいですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） そのとおりでございます。工事のほうで緊急分水栓というもの

を配水池につけるという形のものの話をしました。そういうところから職員の手になります

が、そういうところに行って詰めて、大きな震災だとほかの応援の人たちに委託するとか、

そうでないときは、もちろん職員が車に乗って運ぶという形です。災害用でございますので、

そういうことですね。通常の漏水等の事故ですと、ほかのところの蛇口が出ますので、そう

いう形のほうで注入ができると思いますが、震災で停電になった場合はそういう分水栓から

タンクに入っているものを中継するという形になります。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） もう一つウォータータンクのことはわかったんだけれども、給水車と

いうのがあると思うんですよね。それは例えば何かのときに当然災害のときに動くんでしょ

うけれども、どこにどういうふうに予備費として出ているのかなと思っているんですが、何

かどこかに出ているんですか、給水車。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 給水車というものはないんですが、トラックはあります。工務

用トラックで1.5トン積みのダブルキャブの５人乗りというのがあります。それに載せるタ

ンクが１トンの１立米、1,000リットルのタンクが３つございます。トラックは１台ですが、

そのものを建設課のトラックとかダンプとかを借りて、災害のときですね。それにのっけて

先ほど言いました給水栓から水を入れてお配りするという形になります。ただ、予算上はタ

ンクの償却資産、もうかなりステンレスですのでもちますのでなっています。トラックはト

ラックでそちらの償却がありますので、そういう給水車的な予算というのは、ここには出て

こない。 
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○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） 最後です。「龍王源水」当然塩山のほうの会社にここの水を採水して

持っていくじゃないですか。それもそのトラックにのっけていくんですか、それとも業者の

タンクが来るんですか。 

○委員長（山本今朝雄君） 小林上水道課長。 

○上水道課長（小林信生君） 「龍王源水」をつくるときは、業者さんが委託した俗にいうタ

ンクローリーですね。10トン、10立米載せるものが来ます。とても１トンじゃ足りません。

10往復もしなきゃなりませんので、それが大体２回、２往復ぐらい、10トンのが１回来て

とっていきます。それで業者が委託している運送会社ですね。それも浄水専門のローリーと

いいますか、いろいろなまざりっけのないローリーが来て、衛生的に。採水するときも１回、

全部タンク満タンにしまして、あふれるまで入れて、１回全部それ捨てて、栓をして改めて

充塡するという形で持っていっていますので、衛生的には大丈夫じゃないかなと思っていま

す。 

○委員長（山本今朝雄君） 五味委員。 

○委員（五味武彦君） ほとんどこちらの手はかからないということですね。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員（五味武彦君） ありがとうございました。 

  以上です。 

○委員長（山本今朝雄君） ほかに質問ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（山本今朝雄君） なければ、委員の質疑を終了します。 

  以上で審査を終了します。 

  これより本委員会に付託されました議案第39号 平成29年度甲斐市水道事業会計予算に

ついて順次、討論、採決を行います。 

  まず、本案に対する討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより本案について採決します。 

  お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（山本今朝雄君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は原案のとおり可決すべきものと決定されました。 

  なお、委員会報告につきましては委員長にご一任願います。 

  以上で本委員会に付託されました議案の審査は全て終了いたしました。 

  委員各位におかれましては、延べ５日間にわたる慎重審査、まことにご苦労さまでした。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（山本今朝雄君） 以上をもちまして、予算審査特別委員会を閉会とします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午後 ３時５０分 

 


